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福祉教育常任委員会 

 

令和元年１１月２２日（金曜日）午前１１時３０分開会 

 

出席委員（９名） 

委 員 長 齊 藤 誠 之  副 委 員 長 中 里 康 寛  

委 員 益 子 丈 弘  委 員 田 村 正 宏  

委 員 松 田 寛 人  委 員 眞 壁 俊 郎  

委 員 髙 久 好 一  委 員 相 馬 義 一  

委 員 山 本 はるひ   

 

欠席委員（なし） 

 

紹介議員（なし） 

 

説明のための出席者（なし） 

 

出席議会事務局職員 

書 記 伊 藤 奨 理     

 

議事日程 

  １．開 会 

  ２．協議事項 

   (1)１２月定例会における委員会の運営（付託予定議案、日程等）について 

   (2)その他 

  ３．その他 

  ４．閉会 
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開会 午前１１時３０分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○齊藤委員長 本会議終了後のところお集まりいた

だきましてありがとうございます。 

  ただいまから福祉教育常任委員会を開会いたし

ます。 

  それでは、協議事項はお手元に配付ということ

なんですけれども、これ以降、開かないと今、紙

資料がございませんので、でも大体わかっている

ことだと思っているので、聞いていてください。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎協議事項 

○齊藤委員長 それでは、協議資料の次第２の協議

事項に入ります。 

  まず、12月定例会における委員会の運営につい

てを議題といたします。事務局から説明をお願い

します。 

  事務局。 

○伊藤書記 （12月定例会における委員会の運営に

ついて説明。） 

○齊藤委員長 ありがとうございます。 

  ただいま説明が終わりました。何か質問がある

方いらっしゃいますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 ないようであれば、12月定例会にお

ける委員会の付託議案審査の運営については次第

案のとおり審査を行うことで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないようなので、付託議案審

査日程及び審査順は次第のとおりといたします。 

  ほかに質問、ご意見はありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 その他のほうで何か意見ございます

か。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 （所管事務調査について。） 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○齊藤委員長 では、大きな３のその他に入ります。 

  委員の皆様から何かございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 ないですね。 

  事務局から何かございますか。 

  事務局。 

○伊藤書記 （事務連絡。） 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎散会の宣告 

○齊藤委員長 以上をもちまして、本日の福祉教育

常任委員会を閉会といたします。 

  お疲れさまでした。 

 

散会 午前１１時４５分 
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福祉教育常任委員会及び予算常任委員会（第二分科会） 

 

令和元年１２月３日（火曜日）午前１０時開会 

 

出席委員（９名） 

委 員 長 齊 藤 誠 之  副 委 員 長 中 里 康 寛  

委 員 益 子 丈 弘  委 員 田 村 正 宏  

委 員 松 田 寛 人  委 員 眞 壁 俊 郎  

委 員 髙 久 好 一  委 員 相 馬 義 一  

委 員 山 本 はるひ   

 

欠席委員（なし） 

 

紹介議員（なし） 

 

説明のための出席者 

子 ど も未来 
部 長 

冨  山  芳  男 
子 育 て支援 
課 長 

織  田  智  富 

子 育 て支援 
課 長 補 佐 

岸  上  容  子 
子 ど も福祉 
係 長 

染  谷  未  央 

給 付 係 長 伊  藤  俊  彦 総合支援係長 青  木  朋  美 

子ども・子育 
て総合センタ 
ー 所 長 
（ 任 期付） 

菊  池  紀  男 

子ども・子育 
て総合センタ 
ー（児童家庭
相談担当） 
副 所 長 

大  木  美 奈 子 

子ども・子育 
て総合センタ
ー（発達支
援・ひとり親
担当）主査 
（ 係 長級） 

長  岡  栄  治 保 育 課 長 福  田  博  昭 

保育課長補佐
兼児童係長 

高  橋  美 由 紀 保育管理係長 平  田  篤  史 

保 育 管理係 
副 主 幹 

安  藤  弘  美 保育給付係長 本  澤  英  紀 

教 育 部 長 小  泉  聖  一 教育総務課長 平  井  克  巳 

教育総務課長 
補 佐 

金  子     嘉 総 務 係 長 三  宅  和  幸 

給 食 係 長 波 多 腰  香  澄 
学校整備推進 
室 長 

加  藤  正  之 
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学 校 整 備 
推 進 室主査 
（ 係 長級） 

中  山  和  成 
黒磯学校給食 
共同調理場長 
兼 業 務係長 

松  本  仁  志 

共英学校給食 
共同調理場長 
兼 業 務係長 

佐  藤  和  穂 

西 那 須 野 
学 校 給 食 
共同調理場長 
兼 業 務係長 

飯  田  大  助 

学 校 教育課 
参 事 兼 
学校教育課長 

小  泉  秀  夫 
学 校 教育課 
副参事兼英語
教育推進室長 

山  本  幸  子 

学校教育課長 
補佐兼学校支
援教職員係長 

渋  井  尚  子 学校指導係長 相  樂  尚  志 

児 童 生 徒 
サ ポ ー ト 
センター所長 
（ 任 期付） 

薄  井     拓 
児童生徒サポ
ートセンター 
児童生徒係長 

井  上  芽 久 美 

生涯学習課長
（ 青 少 年 
セ ン タ ー 
所 長 兼務） 

粟  野  誠  一 
生 涯 学 習 
課 長 補佐兼 
文化振興係長 

小  池  久  史 

生 涯 学習課 
主 幹 
（ 任 期付） 

吉  村  敏  昭 生涯学習係長 興  野  和  人 

文 化 振興係 
副 主 幹 

石  川  敦  史 青 少 年係長 田  中     望 

那 須 野が原 
博 物 館 長 

松  本  裕  之 黒磯公民館長 広  瀬  範  道 

スポーツ振興 
課 長 

小  髙  裕  一 
スポーツ振興
課長補佐兼 
管 理 係 長 

岡     孝  子 

スポーツ振興 
係 長 

東  泉  秀  幸   

 

出席議会事務局職員 

書 記 伊 藤 奨 理     

 

議事日程 

  １．開 会 

  ２．審査事項 

   〔子ども未来部〕 

    ・子ども未来部長挨拶 

   〔子育て支援課〕 

    予算常任委員会（第二分科会） 

    ・議案第 ８４号 令和元年度那須塩原市一般会計補正予算（第６号） 

   〔保育課〕 

    予算常任委員会（第二分科会） 
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    ・議案第 ８４号 令和元年度那須塩原市一般会計補正予算（第６号） 

   〔教育委員会事務局教育部〕 

    ・教育部長挨拶 

   〔学校教育課〕 

    予算常任委員会（第二分科会） 

    ・議案第 ８４号 令和元年度那須塩原市一般会計補正予算（第６号） 

   〔教育総務課〕 

    ・議案第 ９３号 那須塩原市教育委員会委員定数条例の制定について 

    予算常任委員会（第二分科会） 

    ・議案第 ８４号 令和元年度那須塩原市一般会計補正予算（第６号） 

   〔生涯学習課〕 

    ・議案第１０５号 公の施設の指定管理者の指定について 

    ・議案第１０８号 那須塩原市歴史文化基本構想について 

    予算常任委員会（第二分科会） 

    ・議案第 ８４号 令和元年度那須塩原市一般会計補正予算（第６号） 

   〔スポーツ振興課〕 

    予算常任委員会（第二分科会） 

    ・議案第 ８４号 令和元年度那須塩原市一般会計補正予算（第６号） 
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開会 午前１０時００分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○齊藤委員長 皆さん、おはようございます。 

  本日は福祉教育常任委員会、予算常任委員会の

ほうにお集まりいただきまして、誠にありがとう

ございます。 

  先週、まさかの５日間の一般質問ということで、

部長を初め担当職員さん、大変お疲れさまでござ

いました。一般質問で18人というのは初めてで、

代表質問も入れて17人が最高だったと思ったんで

すけれども、皆さん、議員さんの格式高い質問が

繰り広げられたと推察いたします。いろいろお疲

れさまでございました。 

  きょうの新聞ですか、子ども未来部さんという

ことであれだったんですけれども、隣の市の会計

関係でちょっとミスが出て、支給いただけなかっ

たご家族があったということで、本市でなかった

というのは不幸中の幸いなのかもしれませんが、

これを機にもう一度確認をしていただいて、ただ

でさえ今、貧困とかテーマがついているものが多

いですから、ご家庭のためにしっかりとまた調査

を入れていただけたらと思います。 

  あと、もう一つ、今回、タブレットを議員のほ

うが導入しておりまして、課長以下の説明の際、

ページ数をとんとんと言ってしまいますとメモが

できませんので、多少ゆっくりとお願いしたいと

思います。 

  紙も今回は併用なんですが、３月になってしま

うと紙は各委員で使いたい人だけが印刷するとい

うルールになりますので、多少ちょっと待ちなが

らゆっくりやっていきたいと思います。12月なの

でそんなに急ぐ必要もないのでゆっくりしていた

だいて、開いて大体確認をした後に説明をしてい

ただければ助かります。 

  本来であれば、数字でページをめくれる機能も

あるんですけれども、委員によってはそのページ

を見ないでほかのページを見ている人もいるので、

その機能を使わないので、紙あるうちはいいんで

すけれども、これは次回はないと思っていただい

て、各課の皆さんもちょっと練習していただけれ

ばというふうに。本来なら一緒に入っちゃえばよ

かったんですけれども、議員しか入っていません

ので、その辺をちょっと先にお願いをしておきた

いと思います。よろしくお願いいたします。 

  それでは、ただいまから福祉常任委員会、予算

常任委員会（第二分科会）を開会いたします。 

  審査の日程及び審査順は、お手元に配付の次第

のとおりといたします。 

  今定例会におきましては、当常任委員会に付託

された案件は、条例の制定及び改正案件２件、公

の施設の指定管理者の指定案件２件、計画の策定

案件１件でございます。 

  予算常任委員会付託案件のうち当分科会で審査

すべき案件は、補正予算案件４件であります。こ

れらの予算に関する案件につきましては、関係所

管課のところで随時、分科会に切りかえ審査を行

います。 

  議案審査において協議すべき点がございました

ら申し出て下さい。執行部退席のもと、暫時休憩

中に委員間討議を行います。 

  委員各位におかれましては、慎重なる審査とと

もに円滑な進行へのご協力をお願い申し上げます。 

  それでは、審査のほうに入ります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎子ども未来部の審査 

○齊藤委員長 まずは、子ども未来部から順に審査

を進めてまいります。 
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  初めに、子ども未来部長からご挨拶をお願いい

たします。 

  部長。 

○冨山子ども未来部長 （挨拶。） 

○齊藤委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎子育て支援課の審査 

○齊藤委員長 それでは、ただいまから子育て支援

課の審査に入ります。担当課の皆さん、お疲れさ

まです。 

  子育て支援課につきましては、福祉教育常任委

員会に対する付託案件がありませんので、予算常

任委員会（第二分科会）に切りかえ審査を行いま

す。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第８４号の説明、質疑、討

論、採決 

○齊藤委員長 それでは、議案第84号 令和元年度

那須塩原市一般会計補正予算（第６号）を議題と

いたします。 

  執行部から議案の説明をお願いいたします。 

  課長。 

○織田子育て支援課長 （議案第84号について説

明。） 

○齊藤委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  山本委員。 

○山本委員 ２項４目の子育て支援費のところの要

支援児童放課後支援費のところなんですけれども、

先ほど委託料を来年度に向けて委託するためのと

いうような説明があったんですが、すみません、

ちょっとわかりにくかったのでもう一度説明して

いただけますか。 

○齊藤委員長 課長。 

○織田子育て支援課長 今現在、３年間の業務委託

としましてＮＰＯ法人のほうへ委託をしている事

業でございます。今年度末でこの委託期間が終了

するものですから、来年度からの３年間、これを

さらに業務委託をする予定でおります。 

  この事業者を決定するために今年度、事業者の

選定を行うわけなんですが、その際に、今、委託、

受託をしている事業者ではない新規の事業者がも

し事業者として決定をした場合には、４月からの

事業実施に向けて開設準備をしなければならない

という事態が発生します。３月の末までの間に、

これからになりますけれども。その準備をする費

用として今回、計上させていただいたということ

でございます。 

○齊藤委員長 山本委員。 

○山本委員 現在、今やっていますよね、この事業

を。多分、小学生と中学生の20人というふうに説

明があったと思うんです、前に。それがそのま

ま続いていくものだと思っていたんですけれど

も…… 

○齊藤委員長 はるひさん、ちょっと地震。 

  ちょっと暫時休憩。 

 

休憩 午前１０時１９分 

 

再開 午前１０時２０分 

 

○齊藤委員長 休憩前に引き続き委員会を始めます。 

  山本委員。 

○山本委員 現在この事業を委託されているところ

のほかに、ではないところが手を挙げる可能性が

あるということなんですか。 
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○齊藤委員長 課長。 

○織田子育て支援課長 今現在、ＮＰＯ法人２事業

者に委託をさせて、していただいているものなん

ですけれども、やはりこういった事業におきまし

ては新たな事業者が手を挙げる可能性が否定でき

ないというところで、やはりこういった準備をす

る必要があるという判断で今回、計上しているも

のなんですけれども、我々としましては、当然今、

着実に事業を実施している事業者が来年度以降も

実施をしてくれるということは望んでおりますけ

れども、やはり昨今、いろいろな事業に参入をし

てくる業者等がございますので、その辺も含みま

して、新規の事業者になった場合でも対応できる

ように今回、補正のほうを、補正予算として計上

させていただいているものでございます。 

○齊藤委員長 山本委員。 

○山本委員 そうすると、今、黒磯と西那須野で行

って委託してされているところのほかに、ここに

塩原地区と書いてあるので、何か塩原で新しくそ

ういうものができる可能性があるのかと思って、

そういう質問なんですが、それはそれでいいこと

だなと思いましたのでお聞きしたんですが、今の

お答えでいくとどうもそうではないみたいなので、

これは、この354万6,000円は、いない場合にはま

た補正で戻すということになるんですか。必要が

ないというふうに考えてよろしいんですか。 

○齊藤委員長 課長。 

○織田子育て支援課長 委員おっしゃるとおり、今

年度末までに事業者を決定する予定でございます

ので、当然３月の補正に間に合えば落とすという

ことも可能性としてはあります。 

○齊藤委員長 山本委員。 

○山本委員 関連になっていくんですが、多分この

放課後の支援を受けている、受けたほうがいいと

いうのか、受けるというんですか、受けたほうが

いい児童生徒、児童ですね、児童はもっといるん

だと思うんです。それなので、ここに塩原地区と

書いてあったので非常に期待をしてこれを読んで

いて、うれしいことだなと思って理解をしてしま

ったので、そうではないということみたいなんで

すけれども、ここに補正をわざわざ出したという

ことは、そういう何か努力というか、拡充しても

らいたいということを期待をしているというか、

必要な人がいるということは認識してやってほし

いということの思いが込もっているというふうに

考えてよろしいですか。 

○齊藤委員長 課長。 

○織田子育て支援課長 当然、今回の地区分けとし

ましては黒磯地区１カ所と西那須野地区、塩原地

区、こちらを合わせて１カ所という今のスタイル

で継続して実施をしたいという考えはありますけ

れども、当然、今後そういった必要な児童さんが

ふえれば、当然そういったところも想定していく

ことになるかと思います。 

○山本委員 以上です。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  髙久委員。 

○髙久委員 ６ページです。ひとり親家庭医療費支

援助成費ということで、説明の中で一部申請者が、

申請者数が多くて不足するので予算を組んだとい

うふうに私、受けとめたんですけれども、これは

総数が変わったということではなくて、今年度申

請する人が多くて、総数は変わっていないという

ことでいいのか。 

○齊藤委員長 係長。 

○伊藤給付係長 ひとり親家庭医療費助成の申請者、

受給者数につきましては、ほぼ変更はございませ

ん。若干減っているかなというぐらいの人数です。 

  やはり申請の部分といたしましては、まず子ど

も医療費助成、ちょっと減っているようになって
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しまうんですが、こちらがことしの４月から現物

給付ということで、小学生さん、中学生さんが窓

口の負担ない形で、そういうことで支給すること

になりました。 

  ひとり親医療費の場合ですと18歳までのお子さ

んということが対象になるので、対象者がかぶっ

てしまっている。その場合、有利なものを使って

いただくということで、今までひとり親医療を使

っていた方が子ども医療費のほうを使ってくださ

いということで、小学生、中学生部分の支給部分

が減るだろうと見込んでおりましたが、実際、皆

様の医療費助成の申請というものが、ことしの４

月まで、昨年中に受診したものが今年度に入って

結構な件数、申請が上がってきております。その

あたりがかなりの給付するようになっておりまし

て、実際、支出という部分を見た場合に、子ども

医療の影響を見込んで減らした部分ではちょっと

賄い切れないというところをもちまして、今回の

補正ということでひとり親家庭の医療費のほうを

増額したいというふうに考えているところでござ

います。 

  以上です。 

○髙久委員 わかりました。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  中里委員。 

○中里副委員長 歳入の部分で、１ページ、９款１

項２目地方特例交付金子ども・子育て支援臨時交

付金という部分なんですけれども、この特例交付

金というのは地方の負担増とか、あるいは地方の

減収が生じた場合などに特例的に交付される交付

金だということで、この特例交付金の交付された

経緯を知りたいんですが。 

○齊藤委員長 部長。 

○冨山子ども未来部長 こちらにつきましては、教

育・保育施設の無償化に伴う臨時交付金でござい

ますので、保育課の担当になりますので、そちら

にご質問いただければと思いますので、よろしく

お願いします。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  山本委員。 

○山本委員 すみません、先ほど髙久委員が聞いた

ところの質問のところなんですが、ひとり親家庭

の医療費というのは、１人当たりにしたらそうで

はない子どもの医療費よりもかなり高いんですか。 

○齊藤委員長 係長。 

○伊藤給付係長 前年度分の実績がありますが、ひ

とり親家庭医療費の状況といたしましては、例え

ばひとり親家庭医療の対象者以外の方たちとの比

較ということでは、誠に申しわけない、ちょっと

統計等とっていない状況ではございます。 

  ただ、いずれにしても、例えばひとり親家庭医

療を使っている方が多いかというとそういった申

請内容等を見て特にはないかなというようなとこ

ろです。 

○齊藤委員長 山本委員。 

○山本委員 聞き方変えます。 

  ひとり親の家庭の子どもたちの、平均の１年間

の医療費補助費というのはどのくらいになってい

ますか。 

○齊藤委員長 係長。 

○伊藤給付係長 大変遅くなりました。 

  収入によって、あるいは金額で負担が変わると

ころではございますが、１医療機関当たり2,500

円程度の申請をしていただきました。 

○齊藤委員長 山本委員。 

○山本委員 つまり、予算を出すときにはひとり親

家庭の子どもは何人いるかということを推計して、

そこでどのくらい医療費を使うかということで多

分掛け合わせて出してくるんだと思うんです。 

  今回、補正が出ているわけなので、去年の分も
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あったということは推計できなかったにしてもふ

えたわけで、ふえているのか減っているのかわか

らないんですが、そういう計算をしていると思っ

たので１人当たりどのくらいかかっているんです

かと、一応、医療機関ではなくて１人に対しては

どのくらいこの税金から出ているのかというので、

どのくらいを検討して予算を立てた結果なのかと

いうことを知りたかったんですが。 

○齊藤委員長 課長。 

○織田子育て支援課長 今回のこの事業で、医療費

の積算につきましては、１人当たり幾らというよ

りも年間の件数、そして年間の金額、支出額、こ

れの割合から見込んでパーセンテージで出してお

りますので、その金額で今回、不足というところ

が生じると見込まれることで計上させていただい

たというものでございます。 

○齊藤委員長 山本委員。 

○山本委員 わかりました。当初予算のところで聞

くことにします。ありがとうございます。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  益子委員。 

○益子委員 ３款民生費、２項４目子育て支援費、

先ほど山本委員が聞いた部分なんですが、先ほど

のお話の中では、委託者が変更した場合も含めて

の予算ということだったんですが、万が一委託者

が変更になった場合の引き継ぎの部分も含めてこ

の予算配分になっているということでよろしいで

すか。 

○齊藤委員長 課長。 

○織田子育て支援課長 そのとおりでございます。

今回の開設準備金につきましては、積算根拠とし

ましては給与とまた備品購入、こういった費用も

含めておりますので、そのとおりとなります。 

○齊藤委員長 益子委員。 

○益子委員 続いての質問なんですけれども、そう

しますと、この予算的な配分というか、この予算

は適切というふうに考えているということで、こ

ういう認識でよろしいですか。 

  ちょっと、言い方変えますね。この予算で委託

者が十分にやっていけるというような考えでよろ

しいですか。 

○齊藤委員長 答弁求めます。 

  課長。 

○織田子育て支援課長 今回、この積算するに当た

りましては、当然、今現在の事業執行とその実績、

そこから勘案しておりますので、この金額で耐え

られるだろうというふうに考えております。 

○齊藤委員長 益子委員。 

○益子委員 ぜひ委託者が、３年間の事業というこ

とで、３年でやっているんですが、次回にも、大

切な部分だと思いますので、その辺は引き続きや

っていただくような、そのような方向でぜひ対応

をお願いしたいということで、最後、こちらは要

望でお願いします。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  田村委員。 

○田村委員 このひとり親家庭医療費助成のところ

で、ことしの４月からはいわゆる中学生までは現

物給付になっていますので、ただこれは18歳まで

ということで高校生が対象になるのかと思うんで

すけれども、来年度以降は例えば、例えばという

か、このひとり親家庭医療費助成の対象者は高校

生だけというふうにすればダブらなくて何か事務

処理が簡単じゃないかなと思ったんだけれども、

どうなんでしょうか。 

○齊藤委員長 係長。 

○伊藤給付係長 まず、子ども医療費の定義につき

ましては、18歳、高校卒業までのお子様が対象に

なります。これにつきましては未就学児から中学

生までが現物給付ということでさしていただいて
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おりまして、高校生では償還払いということで、

窓口で必要な内容で払っていただいて、その後、

支払いを、払った領収書をお持ちいただいて申請

のほうをしていただくようになります。 

  そうしまして、ひとり親家庭医療費助成につき

ましては、ひとり親のご家庭、死亡ですとか離婚

等でお子さんを１人で養育しているようなお母さ

んですとかお父さん、多くがお母さんですが、そ

ういった方たちが18歳未満のお子様が高校卒業と

いうふうになるまでの、それまでのお子様が病院

にかかった際の医療費を支給させていただくと、

そういうふうになってございます。 

  いろいろちょっと制度の兼ね合いというところ

もあるんですが、子ども医療につきましては高校

生以上2,000円の、１カ月の治療期間で自己負担

をお願いしているところでございます。対しまし

て、ひとり親家庭医療費につきまして子どもの受

給者の方ともダブることはあるんですけれども、

18歳までのお子さん、医療機関受診する際の自己

負担というのはございません。そういったところ

がちょっと大きな違いかなというふうに思ってお

ります。 

○齊藤委員長 田村委員。 

○田村委員 このひとり親家庭医療費助成は、要す

るに高校生はこちらの制度を利用すれば自己負担

はゼロという理解ですか。 

○齊藤委員長 係長。 

○伊藤給付係長 おっしゃるとおりで、ひとり親家

庭医療費助成の受給者証をお持ちの方については、

ご申請をいただければそういった自己負担等なく

医療費助成が受けられるということでございます。 

○齊藤委員長 田村委員。 

○田村委員 であれば、やはり中学生まではどちら

にしても自己負担はゼロなので、このひとり親家

庭医療費助成は高校生だけを対象にするという考

え方はおかしいですか。 

○齊藤委員長 どうですか。 

  係長。 

○伊藤給付係長 まずこういった制度につきまして

は、県の制度をもとに市のほうでやらせていただ

いているところではあるんですが、ひとり親家庭

医療費助成につきましては、対象となるお子様以

外に保護者のお父さん、お母さん方も対象になっ

てくるというところが大きな違いとなっています

ので、そういったところのちょっと兼ね合いとい

うところで、高校生の子どもさんのみを対象とす

ることは、大変難しいのかなという理解です。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 ないかな。 

  それでは、討議すべき点はございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

といたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第84号 令和元年度那須塩原市一般会計補

正予算（第６号）は原案のとおり可決すべきもの

とすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第84号については原案のとおり可
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決すべきものと決しました。 

  子育て支援課所管の審査事項は以上となります。

その他で委員の皆様から何かございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 いいですね。 

  子育て支援課のほうからは何かございますか。 

  係長。 

○伊藤給付係長 （児童扶養手当の未払いについ

て。） 

○齊藤委員長 それでは、以上で子育て支援課の審

査を終了といたします。お疲れさまでした。 

  ここで執行部入れかえのため、暫時休憩といた

します。 

 

休憩 午前１０時４３分 

 

再開 午前１０時４４分 

 

○齊藤委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎保育課の審査 

○齊藤委員長 ただいまから保育課の審査に入りま

す。 

  担当課の皆さん、お疲れさまです。 

  保育課については、福祉教育常任委員会に対す

る付託案件がございませんので、予算常任委員会

（第二分科会）に切りかえ審査を行います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第８４号の説明、質疑、討

論、採決 

○齊藤委員長 それでは、議案第84号 令和元年度

那須塩原市一般会計補正予算（第６号）を議題と

いたします。 

  執行部から議案の説明をお願いいたします。 

  課長。 

○福田保育課長 （議案第84号について説明。） 

○齊藤委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  山本委員。 

○山本委員 今、歳入の説明の、歳入のところの保

育施設給付費のところの４億1,778万円の補正の

ところなんですけれども、理由はわかったんです

けれども、ここまでの大きな額をふやさなきゃい

けなかったというのは、今回の保育料が無償にな

ったということと関係しているということなんで

すか。 

○齊藤委員長 課長。 

○福田保育課長 無償化の関係も当然ございますが、

昨年につきましてもこちらの補正で２億5,800万

というのがございまして、こちらはできるだけ見

込んではいるわけですけれども、児童数の増加で

すとか公定価格のかさ上げというものの状況によ

りまして金額的には大きなものとなっております。 

  以上でございます。 

○齊藤委員長 山本委員。 

○山本委員 去年２億あったというのは調べていた

んですけれども、つまりこういうものの関係から

の見込み、少し少な目に見積もりするということ

なのか、何というんですか、少な目に見るように

しているということなんですか。 

○齊藤委員長 課長。 

○福田保育課長 少な目に見積もっているというこ

とではないわけでございますが、ある程度できる

だけ近い金額で見積もりはさせていただいている

わけでございますけれども、全体的な額からしま
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すと14％ぐらいの金額にはなっているわけでござ

いますが、４億ということで金額がかなり大きい

ですので、こちらはできるだけ近い金額で見積も

るような努力は今後もしていきたいなと思います。 

  以上でございます。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  眞壁委員。 

○眞壁委員 今のところで、公定価格と児童数の増

ということだったんですけれども、これ内訳わか

りますか。 

○齊藤委員長 課長。 

○福田保育課長 児童数につきましては、４月から

10月にかけまして273人増加をしております。全

体的なものでございますが。 

○齊藤委員長 係長。 

○本澤保育給付係長 公定価格になりますが、公定

価格については年度が始まってから、例えば職員、

保育士などが令和元年度開始時に非常に難しい保

育をされた場合などについては、それは園に対し

て通常の配置基準よりを多く加配したりですとか、

その団体に対して、要件もございますけれども、

そういったことに対して加配した場合などに単価

の加算がありまして、そういったところが主に前

年度の実績ですとかそういったところで当初予算

の中では見込みますので、実際４月に入った中で

加算の申請をいただきまして、当初の見込みより

もそういった加算がふえたということです。 

○齊藤委員長 眞壁委員。 

○眞壁委員 273の増加ということなんですけれど

も、その要因というか、何か考えていますか。考

えているというか、捉えているのかどうか。 

○齊藤委員長 係長。 

○本澤保育給付係長 入園選考についても４月入園

ということで１回で決めてしまうというのではな

くて、保護者の都合に合わせて随時入園していた

だきます選考方法をとっておりますので、年度末

になって人数がふえるということが例年ございま

す。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  山本委員。 

○山本委員 今の同じところなんですけれども、先

ほどの説明だと那須塩原市の保育園はどちらかと

いうと非常にいい保育をしていると、つまり決ま

りよりもたくさんの保育士を雇っているという、

加配するというのはそういうことですよね、とい

う、そういう保育園が多いというふうに解釈をし

ていいんですか。 

○齊藤委員長 係長。 

○本澤保育給付係長 それは委託している民間の保

育施設になりますが、そのとおりになります。 

○齊藤委員長 山本委員。 

○山本委員 ということは、これそれだけではない

というふうに見た予算なんですが、何かと保育園

に関しては人件費が安いとか言われている中で、

那須塩原市の民間の保育園は非常に努力をしてい

て、いい保育のために頑張っているというふうに

解釈していいですね。 

○齊藤委員長 係長。 

○本澤保育給付係長 全部が全部の園ではないんで

すけれども、そういった加算がつく保育所という

のはふえています。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○中里副委員長 先ほどの２款２項で、保育施設給

付費の中で、この委託料の市内保育施設、それか

ら広域入所、これの割合というのはわかりますか。 

○齊藤委員長 係長。 

○本澤保育給付係長 市内分が４億176万3,000円、

市外分、広域の部分ですが、こちらが1,601万

4,000円。ちょっと端数は切り上げとかの関係が

あるんですけれども。 
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○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討議すべき点は

ございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

といたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終了した

いと思いますが異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第84号 令和元年度那須塩原市一般会計補

正予算（第６号）は原案のとおり可決すべきもの

とすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第84号については原案のとおり可

決すべきものと決しました。 

  保育課所管の審査事項は以上となります。 

  その他として委員の皆様から何かございますか。 

  山本委員。 

○山本委員 （保育園の申込み状況について。） 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  益子委員。 

○益子委員 （第２期那須塩原市保育園整備計画に

ついて。） 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 （保育の定員について。） 

○齊藤委員長 以上で保育課の審査を終了といたし

ます。 

  これで子ども未来部今定例会における審査は終

了となりますが、子ども未来部全体として何かご

ざいますか。 

〔「特にございません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 それでは、以上で子ども未来部の審

査を終了といたします。 

  お疲れさまでした。 

  ここで執行部入れかえのため暫時休憩といたし

ます。 

  11時20分より委員会を再開いたします。 

 

休憩 午前１１時０９分 

 

再開 午前１１時２０分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎教育委員会事務局教育部の審査 

○齊藤委員長 これより教育委員会事務局総務部の

審査に入ります。 

  初めに、教育部長からご挨拶をお願いいたしま

す。 

  部長。 

○小泉教育部長 （挨拶。） 

○齊藤委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎学校教育課の審査 

○齊藤委員長 それでは、ただいまから学校教育課
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の審査に入ります。 

  担当課の皆さん、お疲れさまです。 

  学校教育課におきましては、福祉教育常任委員

会に対する付託案件がございませんので、予算常

任委員会（第二分科会）に切りかえ審査を行いま

す。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第８４号の説明、質疑、討

論、採決 

○齊藤委員長 それでは、議案第84号 令和元年度

那須塩原市一般会計補正予算（第６号）を議題と

いたします。 

  執行部から議案の説明をお願いいたします。 

  課長。 

○小泉学校教育課参事兼学校教育課長 （議案第84

号について説明。） 

○齊藤委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  益子委員。 

○益子委員 私のほうからは、執行計画書のほうな

んですが、10ページです。10款教育費、１項４目

学校運営支援のほうの先ほどデジタル教科書の部

分が出たと思うんですが、私も一般質問のとき取

り上げさせていただいたとおり、来年度から要領

が変わるということでその対応だと思うんですが、

デジタル教科書の部分で小学校分ということであ

るということですが、今後、中学校も見通してい

るということでいいですか。 

○齊藤委員長 課長。 

○小泉学校教育課参事兼学校教育課長 中学校は１

年おくれて改定がなされますので、それに伴って

やはり同じようになっていくかなと思われます。 

○齊藤委員長 益子委員。 

○益子委員 このスケジュール的なものはどのよう

になっているか、具体的にちょっと詳しく教えて

いただけますか。 

○齊藤委員長 係長。 

○相樂学校指導係長 中学校については、来年度予

算で要求する予定となっております。 

○齊藤委員長 益子委員。 

○益子委員 申しわけありません。先ほど中学校の

ほうの絡みでちょっと質問したのでそういう話に

なったと思うんですが、小学校分のこの予算をと

ってから、先ほどの課長の説明にもあったんです

が、具体的に小学校の現場ではどのようなふうに

なってデジタル教科書が、タイムスケジュール的

にどんなふうになっているかということをちょっ

とお伺いしたかったので。 

○齊藤委員長 係長。 

○相樂学校指導係長 本年度中に導入しまして、４

月からは使えるようにということの準備、それで

今年度の要求になっております。 

○齊藤委員長 益子委員。 

○益子委員 そうすると、今年度早めに対応して、

切りかわった段階では現場のほうには全然問題な

くそのまま移行できるという考えでよろしいです

か。 

○齊藤委員長 課長。 

○小泉学校教育課参事兼学校教育課長 来年４月か

ら教科書が変わるということで、それと同時に授

業スタートしますので、そのときには電子黒板の

中のデジタル教科書も使えるようになるというこ

とです。 

○齊藤委員長 山本委員。 

○山本委員 前のページの教育支援カウンセラーの

ところなんですが、まず２つ知りたいんですが、

１つは今の補正で出ているということは今年度分

なので、１、２、３月かなと思うんですが、まず
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これで１名分なのかということがまず１つです。 

○齊藤委員長 課長。 

○小泉学校教育課参事兼学校教育課長 何名分とい

うよりは、スクールカウンセラーの場合には１時

間で幾らということの予算になっておりますので、

ことし前期と昨年度前期を比較しますと約1.29倍

ふえているんです。ですので、昨年後期と今年度

の後期を比べて1.29倍で見込んだ場合、不足が生

じるという部分について補正を組むという形にな

っております。ですから、何人という形ではちょ

っと出せないです。 

○齊藤委員長 山本委員。 

○山本委員 そうすると、これは人がふえるのでは

なくて、今いる方にもっとたくさん来ていただい

てカウンセラーをしていただくということでいい

んですか。 

○齊藤委員長 課長。 

○小泉学校教育課参事兼学校教育課長 そのとおり

でございます。 

○齊藤委員長 山本委員。 

○山本委員 先ほど、この補正の理由は、カウンセ

リングをしていただきたい人がふえているという

ことだったんですが、このふえているのは児童生

徒の方なのか、あるいは保護者の方なのか、その

辺わかれば教えてください。 

○齊藤委員長 課長。 

○小泉学校教育課参事兼学校教育課長 もちろん児

童生徒もふえておりますけれども、最近では保護

者からの要望もふえております。ですので、不登

校等、虐待等、いろんなこと社会問題になってお

りますけれども、家庭的な問題からということが

ふえていることの一つのあらわれでもあるのかな。

保護者のほうが落ちつかないと、安定しないと子

どもも安定しないということから、保護者も自分

でそれは自覚されている方もいるので、ですので

ちょっと話聞いてもらいたいんだというのもふえ

ている。 

  逆に、学校側から、この子に関しては家庭的な

問題が大きいなということで、保護者にもカウン

セリングを受けてもらおうというふうに考えるこ

ともございます。 

○齊藤委員長 山本委員。 

○山本委員 ちょっとシステムのことをお尋ねした

いんですけれども、先ほど県のカウンセラー、国

からのカウンセラー、今回は市単独のカウンセラ

ーということなんですが、今、学校がたくさんあ

りまして、希望者も多分、中小いるんだと思うん

ですが、この教育支援、市からの、市の予算で行

っている教育支援カウンセラーのカウンセリング

の仕方というんですか、どんな形で何考えて解決

に向けてどうするのかというようなことをすみま

せん、教えていただけますか。 

○齊藤委員長 課長。 

○小泉学校教育課参事兼学校教育課長 実は、まず

は県のスクールカウンセラーをどこに配置するか

ということを決めます。拠点校ということをまず

決めまして、中学校が拠点校になるんですけれど

も、それに対して拠点校以外に幾つかの小学校も

受け持ってもらう。ですので、１人のカウンセラ

ーが大体１つの中学校区を、２つぐらいの小学校

を受け持つという形になります。 

  それで足りない部分に関して、今度は国の緊急

スクールカウンセラーを入れていきます。実際に

そこまでで対応していくことになるんですけれど

も、ただそれではどうしても足りない部分が出て

きます。または緊急にカウンセリングを必要とす

るという場面も出てきます。そうすると、学校に

配置されている、配置校が決まっているカウンセ

ラーだと身動きがとれない場合も出てくるんです。

そうなったときには市の教育支援カウンセラーと
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して委託している、お願いしている人たちがそう

いった対応に当たるという形になります。 

  ですので、県のスクールカウンセラー、国のス

クールカウンセラーに関しましてはもう予算が確

定してしまっているので、それ以上ふえないとい

うことがありますので、それで足りない部分を市

の教育支援カウンセラーで補っている。または、

あとはサポートセンター等々関係でちょっと苦し

んでいる子たちがカウンセリングを受けるなんて

いう場合にも、その市の教育支援カウンセラーを

使っているという現状があります。 

○齊藤委員長 山本委員。 

○山本委員 先ほど、雇う、雇わないじゃなくて時

間によってお金を支払っているということだった

んですが、その辺、市から依頼をしている教育支

援カウンセラーの方というのは、那須塩原市の児

童生徒に特化してカウンセリングをしているので

はなくて、どこか拠点を持ってやっていて、要請

があると来ていただくという形の方々なんですか。 

○齊藤委員長 課長。 

○小泉学校教育課参事兼学校教育課長 実は、スク

ールカウンセラーというのは今、需要が非常に多

くて、そんなにたくさんいるわけではないので、

実は県のカウンセラーと、例えば市の教育支援カ

ウンセラーと重複して、兼ねてやっておられる方

もいらっしゃるんです。そんな関係で、そういう

やりくりの中で行っているということになります。 

  その市のカウンセラーの中には、ほかと兼ねて

いる人ももちろんいるかもしれませんけれども、

本市だけという方もいるという、いろんなパター

ンがあります。 

○齊藤委員長 山本委員。 

○山本委員 そういたしますと、そのカウンセラー

のお金の出どころは県があって国があって市があ

るということで、その県や国ではそれ以上、決ま

っているので足りない分を出すことによって１人

の人を確保しているというような形だということ

なんですか。 

○齊藤委員長 課長。 

○小泉学校教育課参事兼学校教育課長 中にはそう

いう人もおりますけれども、国・県とは別で市だ

けでという人もおりますので、そういう人たちの

ためにも使っているというふうなんです。 

○齊藤委員長 山本委員。 

○山本委員 多分、今後こういう人たちがどんどん

来ていただければいいと思うんですが、多分減ら

ないと思うんですが、市の教育委員会としては、

何か独自の形でこういうカウンセラーを養成して、

職員としてまではいかないにしても、きちんと正

規の形で仕事をしてもらって、しっかりと那須塩

原市の子どもに向き合っていただきたいというよ

うな考えがあるのかどうかだけお聞きします。 

○齊藤委員長 課長。 

○小泉学校教育課参事兼学校教育課長 実は、先ほ

ど最初のご説明で申し上げましたように、国の緊

急スクールカウンセラーの予算が減ってしまった。

それを補うために我々もいろいろ考えまして、市

でスクールカウンセラーを１人雇って─任期つ

きです─学校教育課に置くという形で、その人

で少ない分を賄おうと考えていたんですが、ずっ

と募集しているんですが応募者がいないというこ

とで、本当はその形で１人入れれば一番いいんで

すけれども、今後につきましては、引き続きちょ

っと工夫しながら。資格要件といいますか、ちょ

っと厳しい部分ももしかしたらあるかもしれない

ので、その辺をちょっと見直すとかいろんな工夫

をしながら、できればうちに１人いるような形が

とれるといいなとは考えております。 

○齊藤委員長 山本委員。 

○山本委員 そういう希望が、先ほどもあれは募集
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したけれども来なかったということではちょっと

そこまでわからなかったんですけれども、理由は

もちろんそういうカウンセラーをできる方が少な

いというのが根本的にあると思うんですが、そう

なったらぜひ条件面、仕事をする条件面、お金の

面とかそういう面でほかのところよりもまさるも

のを出して、ぜひ１人きちんとした方を私として

は雇ってほしいとか。そうじゃないと、やっぱり

那須塩原市は相談者が多い、いろいろな面で相談

の方が多いので、そういうふうにしていただきた

い。来年はぜひそういうふうにして、予算の面で

たくさんとっていただきたいというふうに希望し

ます。 

  以上です。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 それでは、討議すべき点はございま

すか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

といたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第84号 令和元年度那須塩原市一般会計補

正予算（第６号）は原案のとおり可決すべきもの

とすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第84号については原案のとおり可

決すべきものと決しました。 

  学校教育課所管の審査事項は以上となります。 

  その他として、委員の皆様から何かございます

か。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 （児童相談所の対応について。） 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 学校教育課のほうからは何かござい

ますか。 

〔「特にございません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、以上で学校教育

課の審査を終了といたします。 

  お疲れさまでした。 

  ここで執行部入れかえのため暫時休憩といたし

ます。 

 

休憩 午前１１時４２分 

 

再開 午前１１時４４分 

 

○齊藤委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎教育総務課の審査 

○齊藤委員長 ただいまから教育総務課の審査に入

ります。 

  担当課の皆さん、お疲れさまです。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 
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◎議案第９３号の説明、質疑、討

論、採決 

○齊藤委員長 それでは、議案第93号 那須塩原市

教育委員会委員定数条例の制定についてを議題と

いたします。 

  執行部から議案の説明をお願いいたします。 

  課長。 

○平井教育総務課長 (議案第93号について説明。) 

○齊藤委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  山本委員。 

○山本委員 ３月24日からということなので、また

この条例が議会で通らなければ人選できないとは

思いつつ、５人目の方に関して何か、個人名では

なくてこういうところでこういう、例えば女性で

40代の人とかそういうようなことを考えていらっ

しゃるのか教えてください。差し支えのない範囲

で。 

○齊藤委員長 課長。 

○平井教育総務課長 現状、条例のほうも制定とい

う形にはなってございませんので、具体的なとい

うところは持ち合わせてございませんが、やはり

男女共同参画的なところもございますので、そう

いったところも、いわゆる市のそういったところ

も含めて考えた中で人選のほうは進めていきたい

なというふうには考えています。 

○齊藤委員長 山本委員。 

○山本委員 希望といたしましては、ぜひ本当に男

女共同参画という考え方、あるいは学校教育の中

では男性ばかりではないことだと理解しておりま

す。なので、その辺の考慮をぜひしていただいて、

決めていただきたいと思います。 

  以上です。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  益子委員。 

○益子委員 私もこの条例の提出の、改正というも

のでは大いに賛同するところです。 

  改めてお伺いしたいんですけれども、教育委員

になるための選考基準といいますか、そちらはど

のようになっておりますか。 

○齊藤委員長 課長。 

○平井教育総務課長 選考の基準といいますか、委

員の資格的な要件になってくるのかなと思います

が、先ほどの説明の中でちょっと触れました国の

法律、そちらに若干の規定がございます。 

  まず、１つとしましては、地方公共団体の長、

ですから那須塩原でいけば市長の選挙権を有する

者、まず第１にございます。 

  では、人柄的にはどうなのかというところにな

りますと、人格が高潔で教育文化に関して見識を

有する者ということです。その中には、幾つかあ

りますけれども、先ほど山本委員のほうからもお

話ありました、年齢的に偏りがないというのもご

ざいます。そういったところからの選考というふ

うになっていくと思います。 

○齊藤委員長 益子委員。 

○益子委員 ありがとうございます。 

  また、今度ちょっと聞きたいんですけれども、

そうしますとこの委員に任命されると、大体任期

というのはどのくらいの任期なんでしょうか。教

えてください。 

○齊藤委員長 課長。 

○平井教育総務課長 これも先ほどの法律なんです

が、任期は４年ということになっています。 

  ただ、例えば委員が途中でやめられたというと

きに残任の形で委員となったら、それはあくまで

残任期間ということになります。基本期間は４年

ということになっています。 

○齊藤委員長 益子委員。 

○益子委員 再任というのはどうでしょうか。 
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○齊藤委員長 課長。 

○平井教育総務課長 再任は妨げられるものではご

ざいません。 

○齊藤委員長 益子委員。 

○益子委員 先ほどちょっと山本委員もおっしゃっ

たんですけれども、やはり私も個人的に思うのは、

やはり教育現場で恐らく内定の方とかさまざまだ

と、先ほど言った資格的な要件的なものを踏まえ

ると、学校関係者とかそういう方も多いと思うん

ですが、広くいろんな意見を参考にしていったり

とか、社会的な要因もいろいろ、情報とかも変わ

ってきて、いろんな要件で教育の現場というのは

必要な部分出てくると思うので、やはり教育者も

もちろんですけれども、社会にいろいろ、例えば

一般の会社とかに勤めている方でも、こういった

ＰＴＡの役員さんを経験した方ですとか、そうい

った教育分野に関してすごい熱意を持っている方

とか、あるいは女性の方とか、そういう方も積極

的に登用していただいて、本市の教育現場をより

いい方向に導いていただきたいというのがありま

してちょっとこの質問をさせていただいたので、

あくまでも私の個人的見解なんですが、そのよう

なことで要望をお願いしたいと思います。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  なければ、ここで進行を副委員長に交代いたし

ます。 

（委員長、副委員長と進行交代） 

○中里副委員長 進行をかわります。 

  委員長。 

○齊藤委員長 すみません、先ほどの説明をお伺い

していたんですが、教育委員会の定数を５とする

と書いてあるんですが、例えば他地域では先ほど

五、六名いるという話があったときに、例えば６

人以下とするとかという表記とかは考えようとし

なかったんですか。 

  ５名とするということは、５名にしなきゃいけ

ないんですよね。選考基準が必ず５にしようとし

て人を探してしまう可能性がある。例えば５人以

下にすれば、その当時見つからなくてもあせる必

要がないと思ったときに、この表記が正しいかど

うかの話し合いはされたのかどうかをお伺いしま

す。 

○中里副委員長 課長。 

○平井教育総務課長 ただいまのご質問でございま

すけれども、今回、５人とするというところの理

由といいますか、４人から５人という形で先ほど

理由を申し上げましたが、そういったことからも

５人必要であるということで、５人以下とか６人

以下ということは、議論的にはもちろん議論とし

てはなかったわけではないんですが、５人はやは

り必要であろうということから、今回、以下とい

うような表現はしてございません。 

  なお、教育委員につきまして申し上げますと、

実は現行４人いらっしゃいます。先ほど任期はと

いうところで任期は４年になっています。実は、

今の４人の流れでいきますと、毎年３月24日から

スタートする方がいるという状況になっておりま

す。ただ、今回１人増ということで、議案のほう

がご決定いただければ、来年の３月24日の改選で

は２名が改選になるという流れにはなっておりま

す。 

  今のところは、そういったところの考えから、

今回は決めたことがございます。 

○齊藤委員長 わかりました。先ほど、今言ったと

おりなんですが、必ずしも必要だから５名に引き

上げるというその条例がありきのイメージという

のは感じちゃうんです。「とする」ということは。

だから、そこはあくまで教育委員の必要な人数に

よって変えていくというイメージであれば、ここ

があるから、例えば、本当にみんなやり手がこの
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内容じゃできないとなったときに教育委員会のほ

うであせっちゃって、とりあえずあの方みたいな、

そんな感じになっちゃうとちょっと恐いので、ち

ょっと確認させていただきました。わかりました。 

  以上です。 

○中里副委員長 進行を戻します。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討議すべき点は

ございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

といたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第93号 那須塩原市教育委員会委員定数条

例の制定については、原案のとおり可決すべきも

のとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第93号については原案のとおり可

決するべきものと決しました。 

  ここで、昼食のため休憩といたします。 

  午後１時より委員会を再開といたします。 

 

休憩 午前１１時５５分 

 

再開 午後 １時００分 

 

○齊藤委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

  続きまして、福祉教育常任委員会を予算常任委

員会（第二分科会）に切りかえます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第８４号の説明、質疑、討

論、採決 

○齊藤委員長 それでは、議案第84号 令和元年度

那須塩原市一般会計補正予算（第６号）を議題と

いたします。 

  執行部から議案の説明をお願いいたします。 

  課長。 

○平井教育総務課長 （議案第84号について説明。） 

○齊藤委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  質疑はございませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 すみません、進行を交代いたします。 

（委員長、副委員長と進行交代） 

○中里副委員長 進行を交代します。 

  齊藤委員長。 

○齊藤委員長 債務負担行為のご説明があったと思

うんですけれども、例年どおりの燃料の構想とか

あるいはということで今、何点とかあったんです

けれども、大体ころ合いとしては同じような料金

設定なのか、あるいはドライバーの設定によって

は値段が上がったり下がったりというところの情

報としての予算取りとしてはどのようになってい

るのか、確認させてください。 

○中里副委員長 課長。 

○平井教育総務課長 ただいまのご質問でございま
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すが、まず今回は債務負担行為ということでの設

定になるわけなんですけれども、ふだん入札とい

うのがございますので、額的には変わってまいり

ます。 

  実は、債務負担行為につきましては設定額等で

設定するわけなんですが、金額の設定の仕方が国

のほうで貸し切りバスといいますか、そういうも

のの運行費用が決まってございます。ただ、決ま

っているとはいえ、上限値と下限値がございます。

その上限値をもとに今回は設定をしております。 

  次年度からの運行に向けてちょっと大幅に変わ

るというところでいきますと、塩原小中学校、こ

ちらが中型バス１台とマイクロバス１台、合計２

台で運行しているわけなんですが、今までは市で

持っていましたバスを活用してまいりました。バ

スのほうも経過年数等たったものですから、次年

度からの運行についてはほかのスクールバスと同

様、業者の持ち込み、いわゆる業者が持っている

バスを運行するということから、塩原小中学校の

スクールバスの運行については、実質的に金額的

には上がるというようなことになってまいります。 

○中里副委員長 委員長。 

○齊藤委員長 この設定で間違いないと思うんです

けれども、あくまで児童生徒を乗せるためだけの

バスということでよろしいですか。 

○中里副委員長 課長。 

○平井教育総務課長 こちらですが、運用面につき

まして申し上げますと、基本は児童生徒の送迎と

いうような形になります。 

  ただ、学校活動であります社会科見学等につい

ては、このスクールバスの運行時間というのがど

うしても朝と夕方という形になりますので、その

間で済む分については社会科見学等にも活用でき

るような形での設定となっております。 

  以上です。 

○中里副委員長 委員長。 

○齊藤委員長 今、社会科見学等で間でも利用でき

るということなんですけれども、これ一応貸し切

りにしている想定だから、帰るまでの間は全部市

で学校で使えるようになっているのか、それとも

一旦帰って別なことやっているのかどうかという

のはどうでしょうか。 

○中里副委員長 課長。 

○平井教育総務課長 まず、スクールバスの運行面、

いわゆる登校と下校という部分だけで考えますと、

間の時間は入れてはございません。 

  以上です。 

○中里副委員長 委員長。 

○齊藤委員長 間はないけれども、ただ社会科見学

に使うときには、言えば使えるという話という理

解でよろしいですね。 

○中里副委員長 課長。 

○平井教育総務課長 そういったことで、設定上も

組み込んでいるという形になります。 

○齊藤委員長 わかりました。 

  以上です。 

○中里副委員長 進行を戻します。 

○齊藤委員長 そのほかございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討議すべき点は

ございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した
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いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第84号 令和元年度那須塩原市一般会計補

正予算（第６号）は、原案のとおり可決すべきも

のとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第84号については原案のとおり可

決すべきものと決しました。 

  教育総務課所管の審査事項は以上となります。 

  その他として委員の皆様から何かございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 （給食について。） 

  その他、委員の皆さんありますか、ないですか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 教育総務課のほうから何かございま

す。 

〔「特にございません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、以上で教育総務

課の審査を終了といたします。 

  お疲れさまでした。 

  執行部入れかえのため、暫時休憩といたします。 

 

休憩 午後 １時１２分 

 

再開 午後 １時１５分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎生涯学習課の審査 

○齊藤委員長 ただいまから生涯学習課の審査に入

ります。 

  担当課の皆さん、お疲れさまです。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１０５号の説明、質疑、

討論、採決 

 

  それでは、議案第105号 公の施設の指定管理

者の指定についてを議題といたします。 

  執行部から議案の説明をお願いいたします。 

  課長。 

○粟野生涯学習課長 （議案第105号について説

明。） 

○齊藤委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  山本委員。 

○山本委員 71ページの主な業務内容についてなん

ですけれども、今は２社で営業しているものを１

社にするということなんですけれども、図書館の

例えばエのところに設計、運営管理、図書に関す

るコンサルタント業務というようなことが書いて

あるんですけれども、西那須野と塩原の図書館の

例えばエアコンを直すとか施設の管理はここには

全く入っていなくて、全部市がやるという理解で

よろしいですか。 

○齊藤委員長 課長。 

○粟野生涯学習課長 こちらもこちらの指定管理者

にお願いするわけですが、業務内容によって、例

えばエレベーターならばエレベーターの管理とか

そういうのは外注に出すということで、一時的に

は指定管理者にお願いするというような形になり

ます。 

○齊藤委員長 山本委員。 
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○山本委員 今、一時的には外注に出すということ

をおっしゃったんですが、エレベーターとかエア

コンとか大きなものに関しては、その都度その都

度この指定管理者と話し合いをしてやってもらう

ということですか。このお金の中には入っていな

いということでよろしいですか。 

○齊藤委員長 課長。 

○粟野生涯学習課長 全て指定管理料に含まれてお

りますので、こちらの範囲の中で業者さんが自分

でできるものについては、指定管理者でできるも

のについては当然自分で管理していく。出せない、

検査とかそういうものについては外注に出しなが

ら、指定管理料の範囲で施設の管理をしていただ

くということになります。 

○齊藤委員長 山本委員。 

○山本委員 私の理解が悪いのかもしれないんです

が、指定管理者制度で管理運営をするところがま

た業務をほかの人に頼むということは全く問題は

ないですか。 

○齊藤委員長 課長。 

○粟野生涯学習課長 それは問題ないです。 

○齊藤委員長 山本委員。 

○山本委員 違うことなんですが、図書館が今は黒

磯、西那須野、塩原と３つを２つの会社が１つに

なって管理運営していて、今度は西那須野と塩原

が２つ一緒になって１つの会社が管理運営する、

そして黒磯はなくなって名前が変わって、那須塩

原市図書館になるところが直営でやるという。 

  そうすると、関係がわかりにくいので、それだ

け説明してください。 

○齊藤委員長 課長。 

○粟野生涯学習課長 現状も１回目も２回目もとも

に３社のＪＶでございました。１回目が大高商事

とシダックスという会社と藤井産業という会社が

ＪＶを組んで一つの企業として応募した。２回目

が大高商事と図書館流通センターと藤井産業の３

社が１つの会社としてということでございまして、

我々とすると３社のＪＶでございますが、一つの

固まりとしてお願いするという中で、今回２つの

指定管理と直営というのが４月１日以降は分かれ

るという中では、図書館としては３つ市民にとっ

ては同じでございますので、誰が管理したとして

も直営のほうでやる部分、いわゆる市の直営職員

が３つの図書館をまとめるという役割を担います

ので、それで指定管理者と委託業務になりますが、

那須塩原市図書館は委託業務、西那須と塩原は指

定管理で今やってございますが、そういう関係で

も横の連携をつくるということで、指定管理のほ

うの仕様書及び今回、那須塩原市図書館の業務委

託をやってまいりますが、こちらのほうにも西那

須塩原の図書館と業務上連携することということ

をうたっておりまして、それをまとめるのが市の

直営職員というような形でまとめてまいりますの

で、混乱はないものと考えております。 

○齊藤委員長 山本委員。 

○山本委員 先日の本会議場でのやりとりの中で、

那須塩原市図書館は市が直営だけれども、４人の

職員で回していくという話でした。 

  今までだったら３つとも同じところが管理して

いて、市の係の人がいたということなんですが、

私から見ると全然違う、こっちは直営で、包括業

務委託ではなくて、それぞれ業務委託を別々なと

ころに任しているということ、こちらの２つは指

定管理者制度で今までと同じになるときに、市民

にとっては同じだといっても、中のやっぱり連携

というのは非常に同じ会社じゃないとすると難し

いような気がするんです。 

  それはこれから決めるということなんですが、

その辺を４人の職員、館長がいて芸術的なところ

の人もいて、あと２人しかいなくて、そういうこ
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とができるのかとても心配なんです。心配過ぎる

んだと言われるかもしれないんですが、とても心

配なんですが、やはり位置づけが並行なのか、那

須塩原市図書館１個ぼんとあって、西那須野と塩

原が何ていうんでしょう、下につくような形にな

るのか、館長が３人要るのかみたいなところの説

明をお願いします。 

○齊藤委員長 課長。 

○粟野生涯学習課長 基本的には各館に館長は配置

することになります。責任者ということです、そ

の施設の。 

  というところでやってまいりまして、業務上、

今後行ったり来たりするわけなんです、委託業者

と指定管理者の間でもちろん指定管理者が西那須

野のほうに入ったりということをしますので、図

書館の貸し借り業務とか本の管理とかそういうも

のについてはフラットに連携してやっていかない

とそれは立ち行かなくなりますので、そこはもち

ろんそれを調整するといいますか、管理するのが

市の直営の職員ということになりまして、現在も

月に１回は各館長を集めまして館長会議を開いて

連携を図るようにしておりますが、今まで以上に

委託事業者と指定管理者が違うということになり

ますと、連携が非常に調整がしにくくなりますの

で、その辺は密にとってまいりたいと思います。 

○齊藤委員長 山本委員。 

○山本委員 それはやっていただくしかないんです

けれども、この２つの図書館の運営内容のところ

に選書というものが入っているんです。今まで選

書は市がやっているということをずっとおっしゃ

っていたんですが、これからも選書は市が責任を

持ってやるということでよろしいんですか。 

○齊藤委員長 課長。 

○粟野生涯学習課長 そのとおりで選書のほうは市

のほうが責任を持って行っていきます。 

○齊藤委員長 山本委員。 

○山本委員 これからのことだと思うんですが、選

書はこの後出てくる文化財のこととも関係してく

るんですが、非常に大切なところで、文化財の保

存という観点から大切なところなので、職員を見

ると、今まで図書館から離れてかなりたつわけで

す。 

  そういう中で市には図書館をしっかりやってい

ける方はいないか、いてもほんの少しだと思うの

で、選書を全部市でやるというのはできるのかな

と私は非常に懸念を持っていますので、その辺の

ところの連携をしっかりしていただいて、市民へ

のサービスが下がらないようにしていただきたい

と要望して終わります。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 討議すべき点はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第105号 公の施設の指定管理者の指定に

ついては、原案のとおり可決すべきものとするこ

とに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 
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  よって、議案第105号については原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１０８号の説明、質疑、

討論、採決 

○齊藤委員長 続きまして、議案第108号 那須塩

原市歴史文化基本構想についてを議題といたしま

す。 

  執行部から議案の説明をお願いいたします。 

  課長。 

○粟野生涯学習課長 （議案第108号について説

明。） 

○齊藤委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  山本委員。 

○山本委員 このようなものを作るのは良いことだ

と思うんですが、最後の第８章のところなんです

が、今後、文化財保存活用地域計画を来年、再来

年でつくるということで、昨年、文化財保護法改

正があったからこれつくらなければならないとい

うお話で、国のお金が出るということだったんで

すが、お金が出るにしてもこれ絶対に人が必要と

いうようなことになりまして、今の生涯学習課の

中の体制でこれをきちっとつくっていくのかどう

かについて。 

○齊藤委員長 課長。 

○粟野生涯学習課長 こちら歴史文化基本構想の計

画書の一番最後になりますが、109ページになり

ます。 

  こちらに歴史文化基本構想策定検討委員会とい

う組織をつくりまして、専門家の方々にご協力を

いただいて、それを自分たちがまとめていったと

いう経緯がございます。 

  今後につきましても、やはり行政だけではでき

るものではないという認識の中で、メンバーにつ

いての分野などはまだ決めてはおりませんが、こ

のような今度は地域計画の策定委員会という形に

なると思いますが、それを立ち上げまして協議い

ただくというようなプロセスを考えております。 

○齊藤委員長 山本委員。 

○山本委員 次のページの３のところで、策定計画

が第２次総合計画の後期基本計画とあわせていく

んだというふうな、令和４年度にあわせてやって

いくんだと書いてあって、この表があるんですけ

れども、専門家の方が入るにしても、それから外

部からのそういう方を招聘してやるにしても、最

終的には市のほうでまとめの作業をしていかなけ

ればいけないことだと思うんですけれども、生涯

学習課のやっていることは非常に図書館も含めて

今後、広範囲なものをやっていくのに対して、今

の体制で大丈夫なのかなと、人手が足りないので

はないかというようなことを思うんですけれども、

それは大丈夫なんでしょうか。 

○齊藤委員長 課長。 

○粟野生涯学習課長 日本遺産に認定できまして、

通常業務と並行してやったという中では職員一丸

となって頑張ってまいりました。 

  私どもとしては、これできるだけ頑張ってまい

りたいと思います。ですので、図書館も含めて現

体制で頑張っていくように努力してまいりたいと

思っています。私の感覚でありますが。 

○山本委員 了解しました。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  副委員長。 

○中里副委員長 最初の第１章の１ページのところ

の⑶に書いてあります期待される効果、これらに

ついてこのような効果があるんだろうなというと

ころで理解をしているところなんですが、これら
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の効果について効果があったのかなかったのか、

その検証をする方法とかというのは考えているの

か、お伺いしたいのですが。 

○齊藤委員長 補佐。 

○小池生涯学習課長補佐 今回、歴史文化基本構想

策定いたしまして、これからこれを市民の方に公

開していくわけですが、先ほど来、お話しさせて

いただいております文化財保存活用地域計画、こ

ちらの策定につきましては順次市民アンケートを

実施する予定でございますので、その中でこちら

の計画もごらんになった市民の方にどのようなご

感想を持たれたかということで、そういった部分

も聴取しながら市民の反応伺いながら策定してい

こうと思っておりますので、その中で市民感情と

かそういったものの認識とかそういったものが広

まっていくところというふうにこちらとしては期

待しております。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○中里副委員長 市民の方というのは、先ほどの何

か委員会というか、そういう有識者とかそういう

関連の方たちなんですか、それとももうちょっと

普通の市民というか、そういう感覚なんですか。 

○齊藤委員長 補佐。 

○小池生涯学習課長補佐 今回まとめましたこちら

の構想ですが、報告書はこちらの109ページにわ

たる厚いものですけれども、こちらの概要版とい

うものをつくる予定でございます。こちらにつき

ましては一応、各戸配布をさせていただいて、市

民の方に広くお知らせする予定でございます。 

○齊藤委員長 課長。 

○粟野生涯学習課長 補足なんですが、この歴史文

化基本構想の106ページを開いていただきますと、

保存活用のための体制整備の方針というところが

ございます。 

  こちらでまず考え方は今回固まって、さらに地

域計画につなげるという中で、市民、民間、教育

機関、行政というそれぞれのかかわり方といいま

すか、役割を明確にした上で連絡会議を設置して、

こういうところで意見交換していくというような

考え方も示してございますので、主体としては市

民全体ということで考えてございます。 

○中里副委員長 わかりました。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討議すべき点は

ございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第108号 那須塩原市歴史文化基本構想に

ついては、原案のとおり可決すべきものとするこ

とに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第108号については原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第８４号の説明、質疑、討
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論、採決 

○齊藤委員長 続きまして、福祉教育常任委員会を

予算常任委員会（第二分科会）に切りかえます。 

  それでは、議案第84号 令和元年度那須塩原市

一般会計補正予算（第６号）を議題といたします。 

  執行部から議案の説明をお願いいたします。 

  課長。 

○粟野生涯学習課長 （議案第84号について説明。） 

○齊藤委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  益子委員。 

○益子委員 先ほど最後に説明あったところなんで

すが、計画書の10ページ、10款教育費の５項６目

博物館費、先ほどの博物館普及費、3001事業の概

要説明いただいたんですが、これはこの間の西那

須で発見された「見立唐人行列」を春に企画する

というものでよろしかったんですね。 

○齊藤委員長 館長。 

○松本那須野が原博物館長 そのとおりでございま

す。 

○齊藤委員長 益子委員。 

○益子委員 これは４月の段階で企画するというこ

とで、企画展のポスター、チラシということなん

ですが、こちらはどちらのほうへ配置というか設

置する予定ですか。 

○齊藤委員長 館長。 

○松本那須野が原博物館長 ポスター、チラシなん

ですけれども、大体県内の博物館とか美術館、あ

るいは文化会館といったような施設に郵送いたし

ます。あわせてチラシも何部か一緒に送る形にな

ります。 

  そのほかにチラシにつきましては、市内の小学

校の児童全員に配布ということで予定をしている

ところでございます。 

○齊藤委員長 益子委員。 

○益子委員 こちらにあわせて印刷製本費というこ

とで、恐らく貴重な扱いでこれを文化の部分とい

うことで、振興ということで市民に広く知らしめ

る部分の製本となっているかと思うんですが、こ

の製本の部分についても具体的にちょっと教えて

いただけますか。 

○齊藤委員長 館長。 

○松本那須野が原博物館長 この印刷製本費の形で

ポスター、チラシを作成するという形ですので、

すみません。 

○齊藤委員長 益子委員。 

○益子委員 すみません、失礼いたしました。 

  せっかくですからポスター、チラシだけじゃな

くて、何かちょっとした冊子でいいので、そのよ

うなもので考えられないかなと思うんですが、そ

の点はいかがですか。 

○齊藤委員長 館長。 

○松本那須野が原博物館長 今のところは特に計画

はしていないんですけれども、ただ、ちょうど期

間にあわせて展示解説等を実施していきたいなと

いうふうには思っています。 

○齊藤委員長 益子委員。 

○益子委員 たびたび重ね重ねになってしまうんで

すが、なかなかこういった歴史的なものが発見さ

れる、また本市においてこのようなものが発見さ

れたということで、大変そういう意味でも意義が

大きくなると思うんですが、４月から春の企画展

ということなんですが、これは多分今後なんでし

ょうけれども、その後はどのようにお考えなんで

しょうか。 

○齊藤委員長 館長。 

○松本那須野が原博物館長 来年の企画展としまし

ては、春に日本画展を行いまして、その後に夏休

みの時期になりますので、子ども向けの関係の展

示をいたします。あとは、秋から冬にかけて、ち
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ょっと博物館の活動自体を紹介するような展示を

行うというような形で考えています。 

○齊藤委員長 益子委員。 

○益子委員 今回、持ち主が市民の方、一般の方な

ので、何とも言えないところなんでしょうけれど

も、あわせてこの「見立唐人行列」に関しては、

恐らくなかなかこの期間のうちに訪れて見ていた

だくのが一番なんだけれども、中には見ていただ

けない部分もあると思いますので、今後も必要で

あれば続編的なものでちょっと考えていただきた

いので、あわせてその辺もお考えいただいて、一

般の方なのでそこの説得の部分がなかなか難しく

て今回こういった企画になったと思うんですが、

あわせてそこら辺もご検討いただくように最後要

望いたしまして、お願いしたいと思います。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  副委員長。 

○中里副委員長 すみません、執行計画書10ページ

の三島ホール管理運営費の部分なんですけれども、

すみません、私ちょっと聞き逃していたら申しわ

けないんですけれども、設備委託料のこの内容に

ついて教えていただけますか。 

○齊藤委員長 課長。 

○粟野生涯学習課長 こちら三島ホールですので、

舞台を使用してイベントをやるようなときには、

専門業者を委託してございます。１回３万1,200

円で委託しているんですが、そちら年間90回の公

演を予測しまして予算措置しておるんですが、文

化会館が改修により休みになったりとかそういう

ことで、三島ホールのホール自体のイベントがふ

えてきております。 

  そのような中でいわゆる業者に来ていただいて

舞台を管理していただくという費用が不足すると

いうことで、今回、補正予算を上げさせていただ

いたというところでございます。 

○中里副委員長 了解しました。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

○粟野生涯学習課長 申しわけございません。 

○齊藤委員長 はい。 

○粟野生涯学習課長 消費税が上がりまして、現在

は３万3,000円ということでお願いしているとこ

ろでございます。 

  以上です。 

〔「税込みでいいんですよね」と言う人あ

り〕 

○粟野生涯学習課長 そうです。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討議すべき点は

ございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第84号 令和元年度那須塩原市一般会計補

正予算（第６号）は、原案のとおり可決すべきも

のとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第84号については原案のとおり可

決すべきものと決しました。 
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  生涯学習課所管の審査事項は以上となります。 

  その他として委員の皆様から何かございますか。 

  益子委員。 

○益子委員 （日本遺産について。） 

○齊藤委員長 生涯学習課のほうからは何かござい

ますか。 

  課長。 

○粟野生涯学習課長 （成人式について。） 

○齊藤委員長 以上で生涯学習課の審査を終了とい

たします。 

  お疲れさまでした。 

  ここで執執行部の入れかえのため、暫時休憩と

いたします。２時13分ごろ、再開いたします。 

 

休憩 午後 ２時０２分 

 

再開 午後 ２時１３分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎スポーツ振興課の審査 

○齊藤委員長 ただいまからスポーツ振興課の審査

に入ります。 

  担当課の皆さん、お疲れさまです。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第８４号の説明、質疑、討

論、採決 

○齊藤委員長 スポーツ振興課については、福祉教

育常任委員会に対する付託案件がありませんので、

予算常任委員会（第二分科会）に切りかえ、審査

を行います。 

  それでは、議案第84号 令和元年度那須塩原市

一般会計補正予算（第６号）を議題といたします。 

  執行部から議案の説明をお願いいたします。 

  課長。 

○小髙スポーツ振興課長 （議案第84号について説

明。） 

○齊藤委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  山本委員。 

○山本委員 今のオリンピック・パラリンピックの

聖火リレーについてなんですが、ここにあるこの

誘致事業費全てということになっているんですか。 

○齊藤委員長 課長。 

○小髙スポーツ振興課長 今回、補正予算で要求し

たいのは聖火リレーに関する費用ということで、

補正をしたいということでございます。 

○齊藤委員長 山本委員。 

○山本委員 イベント会場運営業務等の委託料で半

分以上になっているんですが、これを具体的にど

ういうところに業務委託して、何をどういうこと

を頼むか、少し教えてください。 

○齊藤委員長 課長。 

○小髙スポーツ振興課長 業務委託の部分につきま

しては、まずミニセレブレーションと呼ばれてい

ますけれども、歓迎イベントを開催することにな

っております。こちらの会場にステージをつくっ

たり、またビッグテントをつくったりというとこ

ろの費用、それと会場周辺の警備のための警備員

に係る業務委託ということで、395万3,000円を補

正をしたいということでございます。 

○齊藤委員長 山本委員。 

○山本委員 テントの設営とかステージをつくる等、

警備をするということはこの委託をする業務は

別々に幾つか分けるのか、あるいはどこかにまと
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めて全てを頼むのか、どんなふうなことを想定し

ているのか教えてください。 

○齊藤委員長 課長。 

○小髙スポーツ振興課長 まず、この業務委託につ

いては警備のほうと会場設営は業者が違ってくる

と思いますので、そういう部分については別々な

業務委託という形で執行するようになると思いま

す。 

○齊藤委員長 山本委員。 

○山本委員 すみません、全く違うんでしたら、２

つのことにそれぞれ値段を教えていただきたいの

と、イベントの会場運営にしても警備員にしても

特殊な誰でもできるものではないような気もする

んですが、これの業務委託どこにするかというの

をどういうふうに決めるのか、教えてください。 

○齊藤委員長 課長。 

○小髙スポーツ振興課長 まず、警備業務委託につ

いては全部で11人ほど見込んでおりまして、27万

5,000円という見込みをしております。 

  それから、ミニセレブレーション運営というこ

とで会場の設営業務については、289万8,500円と

いうところで見込んでおります。 

  どうやって業者を選ぶかにつきましては、ミニ

セレブレーションの会場の設営業務につきまして

は入札という形になるかと思います。 

○齊藤委員長 山本委員。 

○山本委員 警備員が11人で27万5,000円というの

は何となく理解できるんですが、聖火リレーのた

めのイベント会場というとどんなふうなのかがよ

くわからなくて、289万は安くない、わからない

んですけれども、具体的にどこでどういう形でや

って委託する、もう少し教えていただけますか。 

○齊藤委員長 課長。 

○小髙スポーツ振興課長 聖火リレーの詳細な部分

につきましては、大会組織委員会が全国一斉に公

表することとなっております。12月中にというこ

とでありますので、正式なルート等までちょっと

お示しすることができないところなんですけれど

も、この聖火リレーの一番最後にちょっと広い場

所に到着をしまして、そこでミニセレブレーショ

ンというところでのイベントというところを考え

ております。 

  このイベントにつきましては、ステージを組み

まして、ステージの上に雨天対応等のビッグテン

トを張りまして、それで実施をしたいというとこ

ろで、若干高い金額になっているのかなというと

ころでございます。 

○齊藤委員長 山本委員。 

○山本委員 しつこいようなんですが、イベントを

いっぱいやっていますよね、お祭りとかいろいろ

な式典とか、そのたびに会場運営を業務委託して

やっていると思うんですけれども、別にルートを

教えてくれということではなくて、ミニセレブレ

ーションとおっしゃったので、ミニというと何か

小じんまりというイメージなのにもかかわらず、

289万何がしで、全部で委託料400万近いんです。 

  多分１日の話というか、そういう話なのに感覚

です、私の感覚とすると高いなというふうに思う

んですけれども、だからどんな立派なことをして、

どこでじゃなくて、何をやるのかなと。誰か人を

呼んで何かやるのかしら。 

○齊藤委員長 例えば市としては入札を出すときに、

こんなイメージでやるという話をしてくれればあ

とは業者が考えるとは思うんですけれども、ざっ

くり大枠ぐらいだけは言えるのかなと思うんです

けれども。 

○齊藤委員長 課長。 

○小髙スポーツ振興課長 ミニセレブレーションの

内容につきましては、まず本市ゆかりのオリンピ

アン、パラリンピアンを呼んでトークショーを行
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えればなと思っております。そのほか歓迎のため

の太鼓の演奏をしたいかなというふうに思ってお

ります。 

  その辺につきましては、報奨金ということで70

万ほど補正を予定しておりますけれども、この報

奨金につきましてはそれがオリンピアン、パラリ

ンピアン、それから歓迎の太鼓の謝礼というとこ

ろで考えております。 

  そのオリンピアン、パラリンピアンの方を、ス

テージ上でトークショーを展開してもらおうかな

というようなところで考えております。 

○齊藤委員長 山本委員。 

○山本委員 つまり289万何がしと27万5,000円以外

のものはそのトークショーと太鼓演奏の謝礼で70

万円で、ざくっと400万近いということはわかっ

たんですが、人を呼ぶのにお金がかかるのはわか

るんですが、289万幾らが会場運営といってそう

いうものなんですか。設計をしないとこのお金は

出てこないですよね。設計しているわけですよね、

そちらで。 

○齊藤委員長 課長。 

○小髙スポーツ振興課長 この会場運営費につきま

しては、当然見積もりをとってこの金額を出して

いるというところであります。見積もりの中では

最初に花火を上げるとか、あとはステージを組ん

でビッグテントを立てて、その中で音響設備等も

設置をして実施をしたいというところでございま

す。 

○齊藤委員長 山本委員。 

○山本委員 最後に、そうするとこれだけのお金使

って関係者しか来られないということはあり得な

いと思うんですが、何人ぐらいの人がこれを見に

来られるようなミニセレブレーションになるんで

すか。 

○齊藤委員長 課長。 

○小髙スポーツ振興課長 今回の聖火リレーのルー

トにつきましては、より多くの人々が見に来られ

ることというのが一つ条件になっておりますので、

私どものほうとしては、公共交通機関等を使って

たくさんの市民に呼びかけをしたいというところ

で考えております。 

  会場のほうも学校の校庭ぐらいの広さのところ

を考えておりますので、相当、人数を来ていただ

きたいなというところで考えております。 

  それから、巻狩鍋用の材料費ということで載せ

ておりますけれども、これについては当日会場で

鍋を振る舞ってお客さんを集めたいかなというと

ころで考えております。 

○齊藤委員長 山本委員。 

○山本委員 こういうもののときに補正の説明はや

っぱり聖火リレーが決まったのは今年度になって

からなので、補正であるのは構わないと思ってい

るんですが、説明を最初からしていただければ、

その花火を上げて、巻狩鍋を振る舞って、太鼓演

奏やって、トークショーをやるとかということを

言っていただければ、ああそうかと100人呼ぶん

じゃないかなみたいにわかるんですけれども、ざ

くっとこういうふうに言われると、わかっている

のはそちらだけで、審査してくれと言われても私

は困ります。 

  なので、もうちょっと丁寧に説明をしていただ

ければと思いますし、決まったら設計を教えてく

ださい。 

  以上です。 

○齊藤委員長 部長。 

○小泉教育部長 先ほど山本委員のほうから何人ぐ

らいというお話でその数字を多く集めたいなとそ

れしかなかったと思うんですが、課長のほうから

もありましたように巻狩鍋というものを用意して

おります。これについては食材費として700食を
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用意しているので、少なくとも700人は集めたい

なというところで、数字のほうはちょっと説明さ

せていただきたいと思います。すみません、申し

わけありませんでした。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  益子委員。 

○益子委員 今の話の関連なんですけれども、具体

的に市民の方に周知の方法なんかはどのように考

えていますか。 

○齊藤委員長 課長。 

○小髙スポーツ振興課長 補正予算の中で印刷製本

費ということで、周知、それから交通規制、迂回

路等のチラシを４万部ほど印刷をかけたいと思っ

ておりまして、そのうち３万3,000部を新聞折り

込みで周知をしたい。 

  それから、通信運搬費のほうに郵便料と載って

おりますけれども、これは配達地域指定郵便とい

うことで、聖火リレーが通る周辺の全戸に郵便ポ

ストを使って入れてもらうというところで考えて

おります。 

○齊藤委員長 益子委員。 

○益子委員 あわせてこの周知の部分で、聖火リレ

ーの該当するルートの周辺なんかは恐らく混雑す

ると思うので、この辺の対応はどのようになって

いますか。 

○齊藤委員長 課長。 

○小髙スポーツ振興課長 周辺のルートにつきまし

ては、立て看板を立てて迂回路等を案内するとい

うことになっております。 

○齊藤委員長 益子委員。 

○益子委員 これも要望なんですが、ぜひせっかく

の機会ですので、この周知の部分とあわせて盛り

上げて那須塩原市頑張っているなということを内

外に知らしめていただきたいと思います。よろし

くお願いします。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討議すべき点は

ございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第84号 令和元年度那須塩原市一般会計補

正予算（第６号）は、原案のとおり可決すべきも

のとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第84号については原案のとおり可

決すべきものと決しました。 

  スポーツ振興課所管の審査事項は以上となりま

す。 

  その他として委員の皆様から何かございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 スポーツ振興課のほうからは何かご

ざいますか。 

〔「特にございません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、以上でスポーツ

振興課の審査を終了といたします。 

  これで教育部の本定例会における審査は終了と

なりますが、教育部全体として何かございますか。 
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〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 部長から何かありますか。 

○小泉教育部長 特にありません。 

○齊藤委員長 ないようですので、以上で教育部の

審査を終了といたします。 

  お疲れさまでした。 

  ここで執行部退席のため、暫時休憩といたしま

す。 

 

休憩 午後 ２時３４分 

 

再開 午後 ２時３５分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

  各委員から何かございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 事務局から何がありますか。 

  事務局。 

○伊藤書記 （事務連絡。） 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎散会の宣告 

○齊藤委員長 それでは、以上で本日の委員会を散

会といたします。 

  お疲れさまでした。 

 

散会 午後 ２時３５分 
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福祉教育常任委員会及び予算常任委員会（第二分科会） 

 

令和元年１２月４日（水曜日）午前１０時開会 

 

出席委員（９名） 

委 員 長 齊 藤 誠 之  副 委 員 長 中 里 康 寛  

委 員 益 子 丈 弘  委 員 田 村 正 宏  

委 員 松 田 寛 人  委 員 眞 壁 俊 郎  

委 員 髙 久 好 一  委 員 相 馬 義 一  

委 員 山 本 はるひ   

 

欠席委員（なし） 

 

紹介議員（なし） 

 

説明のための出席者 

保健福祉部長 
兼 

福祉事務所長 
田  代  正  行 社会福祉課長 板  橋  信  行 

社会福祉課長 
補 佐 

宇 賀 神  晶  子 社会福祉係長 礒     将  央 

地域共生係長 上  野  純  宏 障害福祉係長 金  子  春  美 

保 護 係 長 渡  辺  英  俊 高齢福祉課長 臼  井  孝  行 

高齢福祉課長 
補 佐 兼 
高齢福祉係長 

高  久  浩  二 介護管理係長 高 根 沢  め ぐ み 

介護認定係長 吉  冨  真 樹 子 地域支援係長 若 目 田  治  之 

国保年金課長 福  田  正  樹 
国保年金課長
補 佐 兼 
管 理 係 長 

二 ノ 宮  直  美 

国保年金係長 田  中  幸  子 

健康増進課長 
兼黒磯保健セ
ンター所長兼 
西那須野保健
センター所長 

江  連  宣  仁 

健康増進課長 
補 佐 兼 
健康増進係長 

村  越  邦  子 保健予防係長 小  髙  久  美 

健 康 増進係 
副 主 幹 

根  本  カ  ヨ 
健 康 増進係 
副 主 幹 

金  山  富 美 恵 
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西那須野保健
センター所長
補 佐 

倉  俣  久 美 子 市 民 課 長 室  井  啓  二 

市民課長補佐 
兼 戸 籍係長 

戸  山  み ど り 市 民 係 長 君  島     忍 

 

出席議会事務局職員 

書 記 伊 藤 奨 理     

 

議事日程 

  １．開 会 

  ２．審査事項 

   〔保健福祉部〕 

    ・保健福祉部長挨拶 

   〔社会福祉課〕 

    予算常任委員会（第二分科会） 

    ・議案第 ８４号 令和元年度那須塩原市一般会計補正予算（第６号） 

   〔高齢福祉課〕 

    予算常任委員会（第二分科会） 

    ・議案第 ８４号 令和元年度那須塩原市一般会計補正予算（第６号） 

    ・議案第 ８７号 令和元年度那須塩原市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

   〔国保年金課〕 

    予算常任委員会（第二分科会） 

    ・議案第 ８４号 令和元年度那須塩原市一般会計補正予算（第６号） 

    ・議案第 ８５号 令和元年度那須塩原市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

    ・議案第 ８６号 令和元年度那須塩原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

   〔健康増進課〕 

    ・議案第１０１号 公の施設の指定管理者の指定について 

    予算常任委員会（第二分科会） 

    ・議案第 ８４号 令和元年度那須塩原市一般会計補正予算（第６号） 

   〔市民課〕 

    ・議案第 ９５号 那須塩原市住民基本台帳カード利用条例の一部改正について 

    予算常任委員会（第二分科会） 

    ・議案第 ８４号 令和元年度那須塩原市一般会計補正予算（第６号） 

  ３．その他 

  ４．閉 会 
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開会 午前１０時００分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○齊藤委員長 皆さん、おはようございます。 

  散会前に引き続き、福祉教育常任委員会、予算

常任委員会（第二分科会）を再開いたします。 

  それでは、次第により本日の審査に入ります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎保健福祉部の審査 

○齊藤委員長 これより保健福祉部の審査に入りま

す。 

  初めに、保健福祉部長からご挨拶をお願いいた

します。 

  部長。 

○田代保健福祉部長 （挨拶。） 

○齊藤委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎社会福祉課の審査 

○齊藤委員長 ただいまから、社会福祉課の審査に

入ります。担当課の皆さん、お疲れさまです。 

  社会福祉課におきましては、福祉教育常任委員

会に対する付託案件がありませんので、予算常任

委員会（第二分科会）に切りかえ、審査を行いま

す。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第８４号の説明、質疑、討

論、採決 

○齊藤委員長 それでは、議案第84号 令和元年度

那須塩原市一般会計補正予算（第６号）を議題と

いたします。 

  執行部から議案の説明をお願いいたします。 

  課長。 

○板橋社会福祉課長 （議案第84号について説明。） 

○齊藤委員長 それでは、説明が終わりましたので、

質疑を許します。 

  質疑はございませんか。 

  眞壁委員。 

○眞壁委員 ５ページの先ほどの障害者福祉サービ

ス給付費の関係なんですけれども、増加要因で詳

しい状況がわかりましたが、ここ数年のこの給付

費の推移というのはどんなような状況ですか。 

○齊藤委員長 手を挙げてください。 

  課長。 

○板橋社会福祉課長 ここ数年の障害福祉サービス

の扶助費の伸びということかと思います。平成29

年度の決算で考えますと、およそ17億。平成30年

度の決算でいきますと、約19億ということでござ

いまして、今年度、今回の補正をさせていただい

たということでございますので、今年度、見込み

額と考えてございますのが22億8,000万円程度と

いうところの推移となってございます。 

○齊藤委員長 眞壁委員。 

○眞壁委員 だんだんとふえている状況なんですけ

れども、この後も多分かなり状況的にはふえてく

るんだろうなとは思うんですけれども、その抑制

策とかそういうものというのは、何か考えている

ことはないんですか。 

○齊藤委員長 課長。 

○板橋社会福祉課長 こちらの各種のサービスを受

ける際になんですけれども、各サービスを受ける

に当たって、サービス利用計画というものを一人

一人つくっていくことをしてございます。この人

が使うサービスは、このサービスを何日間、何日

に使って、何曜日に使ってというような、その詳
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細な計画をつくっていくところがございます。そ

ういったところをやっているところはございます

が、やはり先ほどの社会的な背景で高齢化が進ん

でいるとか、そういったお子さんのどうしても共

働きの関係上ですとか、そういったところを考え

ますと、その計画をいろいろな状況を加味してつ

くったとしても、なかなかこれを、サービスを使

うなという形には言えないところがございまして、

法的にもこれを使わないでいいということにはな

っていない。いわゆる、むしろきちんとその人に

合った形での計画をつくり、それでという形でな

っておりますので、なかなかここを削っていくと

いうのは困難、そのような考え方を持っていると

ころです。 

  以上です。 

○齊藤委員長 眞壁委員。 

○眞壁委員 確かに、社会的な関係になると抑制す

るというのは非常に難しいだろうと思うんですね。 

  ただ、そんな中で、やっぱりこの障害者の関係

にかなりお金がかかっているのも事実だと思うん

ですよ。そんな中で、やはり何でもいいからふや

すというような形というのをちょっと抑えていか

ないと、実際に那須塩原市の予算だけじゃなくて、

国のほうのお金というのがばんばん出ているよう

な状況かなと思っているので、非常に抑制すると

いうのは難しいかもしれないですが、ちょっとそ

んなところもしっかり考えていただいて、やって

いただきたいなと思います。 

  以上です。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  益子委員。 

○益子委員 計画書の６ページになります。 

  ３款民生費、先ほどの説明のあった３項１目生

活保護総務費の中の新規事業ということで、生活

保護事務費委託料ということがございましたが、

先ほどの眞壁委員の話の中にもあった抑制の部分

も絡んでくるのかなとは思うんですが、もし聞き

間違いとか聞き漏らしあったらちょっと申しわけ

ないんですが、訪問員ということで、訪問員さん

がそれぞれのご家庭に行かれるということで、そ

のようなことで伺ったんですが、その訪問員とは

どのような方を想定されているんでしょうか。 

○齊藤委員長 課長。 

○板橋社会福祉課長 生活保護事務費の中の新規事

業、健康管理支援事務準備の関係だと思います。 

  その中で、確かに専門員というところで説明の

ほう、させていただきました。具体的には、やは

り保健師を想定しているところでございます。 

○齊藤委員長 益子委員。 

○益子委員 保健師を想定されているということで、

いろんな家庭で、これはいろんなところに多岐に

わたる部分もあるんですが、民生委員さんもおら

れると思うんですが、民生委員さんとの例えば連

携とかはどのようにお考えになっていますか。 

○齊藤委員長 課長。 

○板橋社会福祉課長 一応、基本的な健康管理とい

うところがございまして、その生活保護を受けて

いる被保護者の日常生活、例えばお酒余り飲み過

ぎるなとか、ジャンクフードばかり食べるなとか、

そういったことのそういった指導から、それから

糖尿病にならないようにするとか、人工透析をし

ないようですむようにするとか、そういった形に

なっているような事業でございますので、直接、

民生委員さんとの連携は、一緒に訪問したりとか

という関係ではないという想定でございます。 

  以上です。 

○齊藤委員長 益子委員。 

○益子委員 想定は考えておられないということな

んですが、例えば高齢者の方ですと、家族なんか

も日中いなかったりとか、場合によっては１人に
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なる時間とか多かったりですね、あと、ある意味

は自治会とかの兼ね合いもあると思うんですが、

日中の見守りの部分なんかで、恐らくその民生委

員さんであったりとか自治会の役員さんであった

りとか、そういう方の連携なんかも必要ではない

かなとも思うものですから、その点に関してちょ

っとお伺いしたかったのでその質問したんですが、

そこら辺のところはいかがですか。 

○齊藤委員長 課長。 

○板橋社会福祉課長 こちらについて、生活保護の

被保護者が対象ということでございますが、場合

によって、そういった何かしらの連携、手助け、

民生委員さんからですね。そういった場面がある

ような場合については、個々のケースケースに応

じて、そういったことも考えていきたいと、そん

な考え方でいます。 

○齊藤委員長 益子委員。 

○益子委員 ありがとうございます。 

  いろいろな場面想定されると思いますので、市

のほうと、行政のかかわりはもちろんですが、周

りに見守られているという安心感がやはり、高齢

者の方なんかは一番何よりもの手助けになると思

いますし、場合によってはその準備金の中で新規

事業ということなので、あわせてそのようなこと

も考えていただいて、場合によってはその委託料

の中に考えられるのではあれば、例えばそういう

面での周りの理解を進める意味とか、そういった

研修も含めて、人材育成の部分も絡めて、そうい

ったようなもので、皆さんで、周りでちゃんとし

っかり守るんだというような意識づけを一緒に合

わせていただければと思って、それはまあ私の要

望ということで、お願いしたいと思います。 

  終わります。 

○齊藤委員長 そのほか、ございますか。 

  副委員長。 

○中里副委員長 すみません、４ページの中国残留

邦人支援給付費、14001事業なんですけれども、

この補助金は何名が対象になっていますか。 

○齊藤委員長 課長。 

○板橋社会福祉課長 こちらにつきましては、今回

の補正額で言いますと１名、肺病を患った方がい

らっしゃいまして、結構長期という形になってお

ります。 

  全体で言いますと、３世帯５人が、本市には中

国残留の扶助費としている対象者になってござい

ます。 

○中里副委員長 了解しました。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討議すべき点は

ございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第84号 令和元年度那須塩原市一般会計補

正予算（第６号）は原案のとおり可決すべきもの

とすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第84号については原案のとおり可
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決すべきものと決しました。 

  社会福祉課所管の審査事項は以上となります。 

  その他として、委員の皆様から何かございます

か。 

〔発言する者なし〕 

○齊藤委員長 ないようですので、社会福祉課のほ

うからは何かございますか。 

〔「特にございません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、以上で社会福祉

課の審査を終了といたします。お疲れさまでした。 

  ここで執行部入れかえのため暫時休憩といたし

ます。 

 

休憩 午前１０時２８分 

 

再開 午前１０時２９分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎高齢福祉課の審査 

○齊藤委員長 ただいまから、高齢福祉課の審査に

入ります。 

  担当課の皆さん、お疲れさまです。 

  高齢福祉課については、福祉教育常任委員会に

対する付託案件がありませんので、予算常任委員

会（第二分科会）に切りかえ、審査を行います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第８４号の説明、質疑、討

論、採決 

○齊藤委員長 それでは、議案第84号 令和元年度

那須塩原市一般会計補正予算（第６号）を議題と

いたします。 

  執行部から議案の説明をお願いいたします。 

  課長。 

○臼井高齢福祉課長 （議案第84号について説明。） 

○齊藤委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  質疑はございませんか。 

  副委員長。 

○中里副委員長 すみません、一点だけちょっと確

認させてもらいたいんですけれども、先ほど説明

で出ていました６ページの地域介護・福祉空間整

備事業費、こちらの歳入の部分についてなんです

けれども、国が２分の１の市が４分の１で、もう

一度説明をお願いしたいんですが。すみません、

ちょっと聞き取れなかった。 

○齊藤委員長 課長。 

○臼井高齢福祉課長 国が２分の１で、市負担分が

４分の１、残り４分の１は事業者ということにな

ります。 

〔「４分の３ですよね」と言う人あり〕 

○臼井高齢福祉課長 一応、４分の３が国と市にな

って、残り４分の１が事業者。 

〔「わかりました、すみません」と言う人

あり〕 

○中里副委員長 了解しました。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  副委員長。 

○中里副委員長 改めまして、先ほどの関連の質問

なんですが、ブロック塀の改修ということで、規

模とかというのは、もしわかる範囲で教えていた

だければ。長さだったり、工事の内容について詳

しくちょっと教えていただければ。 

○齊藤委員長 課長。 

○臼井高齢福祉課長 長さが約40ｍですね。高さが
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２ｍを超える……。 

○齊藤委員長 暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１０時３８分 

 

再開 午前１０時３９分 

 

○齊藤委員長 では、休憩前に引き続き委員会を再

開いたします。 

  課長。もう一度お願いします。 

○臼井高齢福祉課長 再度申し上げます。 

  規模という質問なんですけれども、長さは約40

ｍになります。高さが約２ｍを若干切れる。正確

に言うと１ｍ九十二、三cmというものを、これ１

ｍ20を超えると、超えた部分、今回の工事はそこ

を切って上を改修すると。それでフェンスにする

というような内容です。 

○中里副委員長 了解です。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討議すべき点は

ございませんか。 

〔「ありません」〕と言う人あり 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第84号 令和元年度那須塩原市一般会計補

正予算（第６号）は原案のとおり可決すべきもの

とすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ご異議がないものと認めます。 

  よって、議案第84号については原案のとおり可

決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第８７号の説明、質疑、討

論、採決 

○齊藤委員長 それでは、議案第87号 令和元年度

那須塩原市介護保険特別会計補正予算（第２号）

を議題といたします。 

  執行部から議案の説明をお願いいたします。 

  課長。 

○臼井高齢福祉課長 （議案第87号について説明。） 

○齊藤委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  山本委員。 

○山本委員 歳出のほうで、職員給与費240万円と

ありますが、どういう計算をしてこういうふうに

なったんですか。 

○齊藤委員長 課長。 

○臼井高齢福祉課長 計算ということなんですけれ

ども、申しわけございませんが、一括して総務の

ほうでやっているものですから、計算方法までは

ちょっとわかりかねます。 

○齊藤委員長 山本委員。 

○山本委員 すみません。質問を変えます。 

  第8期介護保険事業計画のために、職員が勤務

しなければいけないということなんですが、この

３カ月の間に、どのぐらいの時間外の仕事が必要

だということで見込んだんですか。お金ではなく
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て。 

○齊藤委員長 課長。 

○臼井高齢福祉課長 これにつきましては、時間外

は通常といいますか、第８期計画のみということ

ではなくて、今までの実績、それと今後はどれく

らいかという見方をしているものだと思います。

ですから、８期計画ということではなくて、今ま

でのうちの高齢福祉課の関係の業務を見て、今ま

での不足分、また今後必要な部分というような計

算をしているというようなものでございます。 

○齊藤委員長 山本委員。 

○山本委員 それはわかります。必要だから出して

いる。だからこれは、どのくらいの時間が足りな

くてこういう、出すのは高齢福祉課のほうで出し

たもので、これではお金が足りないから出してね

と総務に言うんだと思うんです。計算は総務がす

るにしても、どのぐらい足りないと見込んで、当

初予算に足りなくなったのか。どういう計算をし

ているのかという話。 

○齊藤委員長 課長。 

○臼井高齢福祉課長 これにつきましては、実際う

ちのほうからこれだけ少ないのでというようなや

り方、方法につきましては、やっているものでは

ございません。給与のほうで一括して、その見込

みを出してくれているというのが現状です。 

  参考に申し上げますと、一応人数としては７名

として算出しているものでございます。 

  失礼しました、19名分がこちらの特別会計のほ

うからの支出ということになります。 

○齊藤委員長 山本委員。 

○山本委員 そうすると、総務が仕事をしているわ

けではないと思うんですね、仕事自体は計画のこ

とだけではないとおっしゃいましたが、高齢福祉

の仕事の中で、例年足りなくなるのかもしれない

んですけれども、一応これだけ仕事をしなきゃい

けない中で、人がこれだけいて、残業しなきゃい

けないからこれ出ているんですよね、その部分な

どが、仕事がこれだけいっぱいあるからというこ

とを言わないと、総務の方で勝手に、これだけあ

げるから仕事しろとは言わないんだではないかな

と私は思うんですが、すみません、どういう、だ

から、今の説明だとちょっと何かよくわからない。

私だけわからないのかな。 

○齊藤委員長 暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１０時４９分 

 

再開 午前１０時５２分 

 

○齊藤委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

  部長。 

○田代保健福祉部長 それでは、240万の根拠とい

うことで、概算でございますが、説明をさせてい

ただきます。 

  240万が19人ということですので、１人当たり

12万ちょっとということで、平均の残業代の単価

が2,000円といたしますと約60時間足りないとい

うことですので、あと３カ月ということですので、

１人20時間分ぐらいというのが大まかな数字でご

ざいます。 

○山本委員 了解です。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  副委員長。 

○中里副委員長 すみません、１点だけ。 

  介護保険事業計画策定事業、4001事業の郵便料

についてなんですけれども、これ何を郵送したの

か、郵送するのか教えていただけますか。 

○齊藤委員長 課長。 

○臼井高齢福祉課長 こちらにつきましては、これ
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から実態調査というものを今年度実施する予定と

なっております。その分の郵送料ということにな

ります。参考に申し上げますと、500世帯出す予

定となっております。 

  以上でございます。 

○中里副委員長 了解しました。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 なければ、討議すべき点はございま

せんか。 

〔「ありません」〕と言う人あり 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第87号 令和元年度那須塩原市介護保険特

別会計補正予算（第２号）は原案のとおり可決す

べきものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ご異議がないものと認めます。 

  よって、議案第87号については原案のとおり可

決すべきものと決しました。 

  高齢福祉課の所管の審査事項は以上となります。 

  その他として、委員の皆様から何かございます

か。 

  髙久委員。 

○髙久委員 （年金について。） 

○齊藤委員長 高齢福祉課のほうからは何かござい

ますか。 

〔「特にはございません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、以上で高齢福祉

課の審査を終了といたします。 

  お疲れさまでした。 

  ここで執行部入れかえのため暫時休憩といたし

ます。 

 

休憩 午前１０時５６分 

 

再開 午前１１時０６分 

 

○齊藤委員長 それでは休憩前に引き続き委員会を

再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎国保年金課の審査 

○齊藤委員長 ただいまから国保年金課の審査に入

ります。 

  担当課の皆様、お疲れさまです。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第８４号の説明、質疑、討

論、採決 

○齊藤委員長 国保年金課については、福祉教育常

任委員会に対する付託案件がございませんので、

予算常任委員会（第二分科会）に切りかえ審査を

行います。 

  それでは、議案第84号 令和元年度那須塩原市

一般会計補正予算（第６号）を議題といたします。 

  執行部から議案の説明をお願いいたします。 

  課長。 
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○福田国保年金課長 （議案第84号について説明。） 

○齊藤委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  質疑はございませんか。 

  協議すべき点はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないもの認め、質疑を終了い

たします。 

  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終了

し、これより採決いたします。 

  議案第84号 令和元年度那須塩原市一般会計補

正予算（第６号）は、原案のとおり可決すべきも

のとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第84号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第８５号の説明、質疑、討

論、採決 

○齊藤委員長 続きまして、議案第85号 令和元年

度那須塩原市国民健康保険特別会計補正予算（第

２号）を議題といたします。 

  執行部から議案の説明をお願いいたします。 

  課長。 

○福田国保年金課長 （議案第85号について説明。） 

○齊藤委員長 説明が終わりましたので質疑を許し

ます。 

  副委員長。 

○中里副委員長 すみません、説明ありがとうござ

います。 

  先ほどお話ししてくださいました一般被保険者

医療費1001事業についてですけれども、この負担

金ですけれども、901万1,000円ですか、対象者の

人数とかってわかりますか。 

○齊藤委員長 課長。 

○福田国保年金課長 こちらの療養費なんですけれ

ども、まずこちらでふえた理由からちょっとご説

明させていただきますと、今回、この療養費とい

うのは、保険者間調整と申し上げまして、会社を

辞めた方、本来国民健康保険証を使って病院にか

かるべきところを、そのまま古い社会保険証を使

ってしまった場合、本来であれば、被保険者本人

が社会保険の、本来国民健康保険で払うべきだっ

たものを、個々に使ってしまったものですから、

本来、社会保険料に本人から戻すべきなところな

んですけれども、保険者間調整といいまして、保

険者間同士で、国民健康保険、那須塩原市から正

しい社会保険のほうに、お戻しする手続をするん

ですけれども、それが保険者間調整と言います。 

  この支払いに使われるお金というのが、療養費

というところになってまいります。 

  参考に申し上げますと、療養給付費というのは、

普通に病院にかかったときに、支払金ということ

で、向こうに払うものなんですけれども。 

  ほかにその療養費で言いますと、整体とか、は

りきゅうとか、それにかかったときもやはり現金

で支払う形になるものですから、そういった場合

も療養費ということで支払いをしているんですけ

れども、件数から申し上げますと、年間当たりの
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件数では。 

○中里副委員長 かかる病種によって違うというこ

とですよね、多分。それで、負担割合の差異を保

険者間で調整して払うということ。 

○福田国保年金課長 現実としてはなかなかちょっ

と負担できない部分もあるんですけれども、はり

きゅうであったりとか、保険者間等で、その補正

に当たっては、保険者間調整でやはり、大きな支

払いが出てしまったものですから、それがここで

言ったら足りなくなってしまう部分があると予想

されまして、その部分について、補正をさせてい

ただいたところでございます。 

○中里副委員長 了解しました。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  協議すべき点はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないもの認め、質疑を終了い

たします。 

  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第85号 令和元年度那須塩原市国民健康保

険特別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり

可決すべきものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第85号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第８６号の説明、質疑、討

論、採決 

○齊藤委員長 続きまして、議案第86号 令和元年

度那須塩原市後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）を議題といたします。 

  執行部から議案の説明をお願いいたします。 

  課長。 

○福田国保年金課長 （議案第86号について説明。） 

○齊藤委員長 説明が終わりましたので質疑を許し

ます。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないもの認め、質疑を終了い

たします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第86号 令和元年度那須塩原市後期高齢者

医療特別会計補正予算（第２号）は、原案のとお

り可決すべきものとすることに異議ございません

か。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第86号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  国保年金課所管の審査事項は以上となります。 
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○齊藤委員長 （社会保険と国民健康保険につい

て。） 

○齊藤委員長 そのほか、委員の皆さんから何かご

ざいますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 国保年金課のほうからは何かござい

ますか。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、以上で国保年金

課の審査を終了といたします。 

  お疲れさまでした。 

  ここで執行部入れかえのため暫時休憩といたし

ます。 

 

休憩 午前１１時１８分 

 

再開 午前１１時２１分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎健康増進課の審査 

○齊藤委員長 ただいまから健康増進課の審査に入

ります。 

  担当課の皆様、お疲れさまです。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１０１号の説明、質疑、

討論、採決 

○齊藤委員長 それでは、議案第101号 公の施設

の指定管理者の指定についてを議題といたします。 

  執行部から議案の説明をお願いいたします。 

  課長。 

○江連健康増進課長 （議案第101号について説

明。） 

○齊藤委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  山本委員。 

○山本委員 一つだけです。この長寿センターで利

用料金制をとらなかった理由を教えてください。 

○齊藤委員長 課長。 

○江連健康増進課長 こちらにつきましては、福祉

施設というようなあしらいでございますので、ち

ょっとそぐわないのかなというところで、有料の

制度にしてございません。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第101号 公の施設の指定管理者の指定に

ついては、原案のとおり可決すべきものとするこ

とに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第101号については、原案のとお

り可決すべきものと決しました。 
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─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第８４号の説明、質疑、討

論、採決 

○齊藤委員長 続きまして、福祉教育常任委員会を

予算常任委員会（第二分科会）に切りかえます。 

  それでは、議案第84号 令和元年度那須塩原市

一般会計補正予算（第６号）を議題といたします。 

  執行部から議案の説明をお願いいたします。 

  課長。 

○江連健康増進課長 （議案第84号について説明。） 

○齊藤委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  質疑はございませんか。 

  副委員長。 

○中里副委員長 １つだけ伺わせてください。 

  予算執行計画書７ページの４款１項３目、妊産

婦・乳幼児保健費1001事業についてなんですけれ

ども、先ほどのご説明の中で、当初より下回った

ということで伺ったんですが、下回った理由とか

というのは、おわかりになる範囲で教えていただ

ければと思います。 

○齊藤委員長 課長。 

○江連健康増進課長 こちらは、昨年度から始まり

ました産後ケア事業に関するものでございます。

実績としましては、30年度28人、延べ人数48人、

利用日数154日でございました。 

  こちらにつきましては、当初予算では人数が足

りなくなるということで、３月補正をさせていた

だきまして、増額をしたところでございますが、

実際年度末に実績を出したところ、そこまでいっ

ていなかったというところで、返還金が生じたと

いう内容でございます。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  協議すべき点はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないもの認め、質疑を終了い

たします。 

  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第84号 令和元年度那須塩原市一般会計補

正予算（第６号）は、原案のとおり可決すべきも

のとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第84号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  健康増進課所管の審査事項は以上となります。 

  その他として、委員の皆さんから何かございま

すか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 健康増進課の皆さんから何かござい

ますか。 

〔「特にございません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、以上で健康増進

課の所管を終了といたします。 

  お疲れさまでした。 

  ここで執行部退席のため、暫時休憩といたしま

す。 

 

休憩 午前１１時３６分 
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再開 午前１１時４０分 

 

○齊藤委員長 それでは休憩前に引き続き委員会を

再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎市民課の審査 

○齊藤委員長 ただいまから市民課の審査に入りま

す。 

  担当課の皆様、お疲れさまです。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第９５号の説明、質疑、討

論、採決 

○齊藤委員長 それでは、議案第95号 那須塩原市

住民基本台帳カード利用条例の一部改正について

を議題といたします。 

  執行部から議案の説明をお願いいたします。 

  課長。 

○室井市民課長 （議案第95号について説明。） 

○齊藤委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので討論を終結したい

と思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第95号 那須塩原市住民基本台帳カード利

用条例の一部改正については、原案のとおり可決

すべきものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第95号については原案のとおり可

決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第８４号の説明、質疑、討

論、採決 

○齊藤委員長 続きまして、福祉教育常任委員会を

予算常任委員会（第二分科会）に切りかえます。 

  それでは、議案第84号 令和元年度那須塩原市

一般会計補正予算（第６号）を議題といたします。 

  執行部から議案の説明をお願いいたします。 

  課長。 

○室井市民課長 （議案第84号について説明。） 

○齊藤委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  益子委員。 

○益子委員 説明ありがとうございました。 

  計画書の４ページ、２款総務費、先ほどの３項

１目住民基本台帳のところなんですが、これらを

導入することによって、どのような効果が期待で

きるか教えてください。 

○齊藤委員長 課長。 

○室井市民課長 マイナンバーカードの交付のほう

が、なかなか交付数が伸びないという中で、交付

申請、これに当たりまして、申請書に顔写真をつ

けなければならない。この作業がちょっと負担に
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なっているという現状もございまして、市のほう

でこういったお手伝いをさせていただくことで、

市民の方も、申請のほうもふえていくのではとい

うふうに考えております。 

○齊藤委員長 益子委員。 

○益子委員 ありがとうございました。 

  顔写真の撮影ということで、それは有料なんで

しょうか、無料なんでしょうか。 

○齊藤委員長 課長。 

○室井市民課長 無料で実施を予定しております。 

○齊藤委員長 益子委員。 

○益子委員 恐らくそうしますと、周知の仕方なん

かもあると思うんですが、その点はいかがでしょ

うか。 

○齊藤委員長 課長。 

○室井市民課長 今後こちらの事業については、実

施をしていくわけでございますが、これから、市

民の方に対しましては、ホームページですとか、

広報を使って周知を行うわけですが、そういうと

ころに丁寧に、事業の目的ですとか、方法等につ

きましては、周知させていただきたいと思ってお

ります。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  山本委員。 

○山本委員 今の続きなんですけれども、そうする

と、マイナンバーって、今まで封筒に入れて自分

で出してたと思うんですが、これはもう市の中で

完結してしまうということなんですか。 

○齊藤委員長 課長。 

○室井市民課長 今ご指摘がありましたように、マ

イナンバーの申請方法には、ご自分で先ほど言わ

れたように、封筒に入れて送る方法と、あと、市

のほうでお預かりする方法がございますが、基本

的には、ご本人が申請書を封に入れて送るという

ことで、そのお手伝いということで写真撮影とか、

申請書の作成の仕方がわからない方、そういった

方にちょっとお手伝いをさせていただくというこ

とで、基本的にはご自分で送っていただく形にな

ります。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  ないようですので、討議すべき点はございます

か。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第84号 令和元年度那須塩原市一般会計補

正予算（第６号）は、原案のとおり可決すべきも

のとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第84号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  市民課所管の審査事項は以上となります。 

  その他として委員の皆さんから何かございます

か。 

  田村委員。 

○田村委員 （マイナンバーカードについて。） 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  髙久委員。 

○髙久委員 （職員のマイナンバーカード取得状況
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について。） 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 市民課のほうからは何かございます

か。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、以上で市民課の

審査を終了といたします。 

  これで、保健福祉部の今定例会における審査は

終了となりますが、保健福祉部全体として、何か

意見ございますか。 

  ごめんなさい、委員のほうでした。いいんです

か、ごめんなさい。 

  何かありますか。 

○齊藤委員長 高齢福祉課長。 

○臼井高齢福祉課長 （年金について。） 

○齊藤委員長 ありがとうございました。 

  あと部長のほうで何かございますか。 

〔「特にございません」と言う人

あり〕 

○齊藤委員長 それでは、以上で保健福祉部の審査

を終了といたします。 

  お疲れさまでした。 

  ありがとうございました。 

  ここで執行部退席のため暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１１時５５分 

 

再開 午前１１時５８分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○齊藤委員長 次第３、その他に入ります。 

  委員の皆さんから何かございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 事務局から何かありますか。 

  事務局。 

○伊藤書記 （事務連絡。） 

○齊藤委員長 それでは、次第３、その他を終了と

いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎閉会の宣告 

○齊藤委員長 以上で、今定例会における当委員会

の議事日程は全て終了いたしました。 

  本委員会の審査報告書は、本職が作成し議長に

提出いたしますので、ご一任くださるようお願い

いたします。 

  これをもちまして、福祉教育常任委員会を閉会

といたします。 

  大変お疲れさまでした。 

 

閉会 午前１１時５８分 
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